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   午前 10 時 00 分 開議   

○議長（多田勉君）  おはようございます。 

 最初に、本日も本議場内の室温が高くなっ

ておりますので、暑い方は上着を脱いで構い

ません。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の欠席届出議員は、12 番瀧本孝一議

員であります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（多田勉君）  次に、日程第１、一般

質問を行います。 

 順次質問を許します。６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  おはようございます。

小松正真でございます。通告に従いまして、

一問一答で大項目１点、遠野ふるさと商社・

公社について、市長に対し一般質問をしてま

いります。 

 まず、最初の質問でございます。 

 一般社団法人遠野ふるさと公社が、一般社

団法人遠野ふるさと公社、そして株式会社遠
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野ふるさと商社に分社されてから３年が経過

をいたしました。私は、３月も一般質問しま

したけれども、この分社、そして一連のふる

さと公社改革が失敗であったと認識をしてい

ます。 

 その失敗を踏まえ、次にどのような進め方

をしていくのかが、今日の一般質問の基本と

なる考え方でございますので、予め御理解を

頂きたいと思います。 

 さて、先ほど申し上げたとおり、ふるさと

公社とふるさと商社に分社され、本年３月ま

では、ふるさと公社が赤字部門であった水光

園、そしてふるさと村を、ふるさと商社が黒

字であった風の丘・伝承園を、それぞれ指定

管理として運営をしてまいりました。 

 本年４月以降は、遠野ふるさと商社が、こ

れら４つの施設の管理を行っていることから、

実質、ふるさと公社とふるさと商社の統合が

なされたと理解をしております。 

 これら背景の下、最初の質問でございます。

風の丘・伝承園、分社化後の３年間の総括と

現状について、特にも、分社前に市民に示し

た売上げ、経費、利益の計画に対して、実績

はどうだったのかお伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  おはようございます。

風の丘・伝承園の３年間の総括と現状につい

てお答えをさせていただきます。 

 ふるさと公社の事業について、収益性の高

いところとそうでないところを分社したとい

うことです。 

 ふるさと公社経営改善３か年計画において

令和２年から４年において、遠野風の丘と伝

承園の令和４年度の経常利益の計画値は

1,900 万円でありました。実績的には、それ

を上回る 3,800 万円という数字となっていま

す。 

 特に、風の丘においては、令和２年度に感

染拡大した新型コロナウイルスの影響を受け

つつも、新型コロナウイルス発生前の令和元

年度と比較しても、令和３年、４年増収増益

となっています。 

 一方、伝承園については、コロナ前からの

入り込み客数は減少傾向にあり、減少減益が

続いているという結果であります。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  計画値を超える経常

収益が上がっているということでございます。 

 もちろん、風の丘の改修等もありましたの

で、そのような結果になっているのかなとい

うふうに推測をされるところでございます。 

 次に、水光園・ふるさと村、これの分社化

後の３年間の総括と現状について、先ほどと

も同じ質問になりますけれども、分社化前に

市民に示した売上げ、経費、利益、この計画

に対して実績はどのようなものだったのかお

伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  風の丘については、

議員おっしゃるとおり、リニューアルもしま

したし、当然そういう結果になっていただか

なければ困るというふうな理解をしておりま

す。 

 たかむろ水光園と遠野ふるさと村を管理運

営する遠野ふるさと公社においては、令和４

年度計画値は収支均衡ということでありまし

たが、結果としては、1,400 万円の赤字とい

うことです。 

 たかむろ水光園、遠野ふるさと村は、コロ

ナの影響から回復傾向にありますが、令和４

年度実績は、コロナ前の平成 31 年と比較し

て約７割程度、水光園は 76.4％、ふるさと

村は 71.6％に留まっております。 

 経営改善３か年計画に基づき経営改善に取

り組んできましたが、新型コロナウイルスの

影響もありました。令和２年から令和４年度

まで、実績は計画を下回っています。 

 遠野ふるさと公社については、経営努力は

見られるものの、目標としてきた収支均衡に
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至っておらず、今後、さらなる経営改善・経

営改革が求められると認識しています。 

 分社化したために、ふるさと商社のほうに

はかなりの注力ができたと。しかし、ふるさ

と公社のほうには注力されていなかったとい

うのが現状であります。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  もともとの計画値が

収支均衡、いわゆるゼロベース、とんとん

だったというところだったんですけど、実際

は 1,400 万円の赤字。本当に残念な結果であ

るなというふうに思うんですけど、先ほど、

市長からコロナの影響もあってというお話も

ありました。 

 ３年前に分社化するとき、コロナの影響は

既に予想されていました。だから、あのとき、

１回立ち止まって考えようじゃないか、私、

そう申し上げました。本当に残念な結果でな

りません。 

 本当にコロナの影響はこの改革の言い訳に

はできない、その認識をやっぱり持たなくて

はいけないと思っています。 

 先ほど各施設の状況を、お伺いをいたしま

した。市長にお伺いしますけれども、この分

社化という改革手法、正しかったのか、成功

だったのか失敗だったのか、今の御感想をお

伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  分社化、私だったら、

あそこで、ああいうふうにはしないというの

が、まず一つ考え方としてあります。 

 分社化ということの意味、何のためにやっ

たかということです。 

 あの場合、私は資金繰りのためにやったと

しか見ていません。なぜならば、あの時点で

既に出資金はない。そのほかに 6,000 万の借

入れを行った。この 6,000 万の借入れを行っ

たものの、令和２年には 2,450 万円、もう既

になくなっている。令和３年には 1,900 万円

がなくなっている。令和４年、1,400 万円。 

 つまり、その 6,000 万をそこで捻出しなけ

れば、どうにも形がつくれなかったというこ

とだと私は理解しています。 

 ですから、分社化して、それぞれの経営を

抜本的に改革して進めていくということは、

現実的にはしっかりなされていなかったと。 

特に、ふるさと公社に関してはなされてい

ないという私は判断を、評価をしております。 

 この分社化が抜本的な解決につながる手段

ではなかったというふうな表現をさせていた

だきたいと思います。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  市長も、私と大体同

じような考え方だというふうに理解をいたし

ました。資金繰りのために分社化した、過去

の答弁の中でも、入れたお金、すぐ四散して

しまった、そのような話もあります。 

 ３年前の分社化の議論の際に、ふるさと公

社の改革がうまくいかなければ、遠野の経済

は埋没してしまう。ふるさと公社の職員の首

は切らないと説明があったことを記憶してお

ります。結果はどうだったでしょう。 

1,400 万円の赤字。先ほど市長からは、ふ

るさと商社に注力した、そのようなお話もあ

りました。確かにふるさと村・水光園、この

赤字幅は縮小されたように見受けられます。 

 ですが、職員の数を減らして経費を削減す

るという経営の基本的な部分しか改革が行わ

れていないように、私には見受けます。 

 分社化するときには、ふるさと公社のお金

は底をついており、先ほど申し上げたとおり

ですけれども、投入した予算のほとんどは、

砂にかけた水のごとく、一瞬のうちに四散い

たしました。 

 潰れるふるさと公社に対して、お金を投入

するということが目的だったようです。ごま

かしの改革はやってはいけません。 

 この失敗について、当局、そして承認した

議会は、大きな反省をしなくてはいけません。 
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 さて、この３年間には、出資金や貸付金の

ほかにも社員教育や構造改革の目的のため使

われた、例えば道の駅魅力アップ事業などの

予算があります。使われていた予算の総括・

検証についてお伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  分社化して、ふるさ

と公社の状況はどうであるか、改善されてい

るか否かということは、市のほうから指摘を

させていただいて改善を求めました。その結

果、そういうふうな状況が見えてきました。 

 市は、お金は出すけど口は出さないという

ところから始まっていったところを、そこで

一歩踏み込んでいったということです。その

中で、私は、ふるさと公社について、しっか

りした経営改革がされていないということが

判断できました。 

 そのことからしていくと、今の議員の質問

の魅力アップ事業、これについては、なかな

か賛否を評価するのは難しい部分があります。 

なぜならば、リニューアル、それらを図って

きたことによって、風の丘、商社の売上げは

上がるわけです。それが何の影響であるかと

いうとこの分析まではなかなかできない。 

 それを含めて、全体的な魅力アップ事業の

結果としては６億 7,400 万円、オープン以来、

過去２番目の販売額を記録している。これは

しっかり評価をすべきです。 

 リニューアルと、風の丘で働く人々、それ

から経営の体制、ただそれで十分かと、体制

的に言えば十分とは言えないと考えておりま

す。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  十分とは言えない。

道の駅魅力アップ事業費等に使った予算に対

して本当に予算なりの満足できる結果が生ま

れているのか、これがやっぱり重要なことで

はないかなというふうに思うところです。 

 幾ら予算を投入したとしても、それを運用

する人が駄目なら全部駄目になります。 

 市長、そして当局の皆さんにも改めて理解

をしていただきたいと思いますけれども、ふ

るさと公社・商社の改革、これは市民のため

の改革であります。商社の職員のための改革

ではありません。時には心を鬼にしてでも

様々なものに対応をしていただきたいと思い

ます。 

 さて、次の質問ですが、遠野市のふるさと

納税の業務を遠野ふるさと商社に委託してお

ります。このふるさと商社に委託している業

務はどのような業務を行っているのでしょう

か、お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ふるさと納税に関わ

る業務委託のうち、遠野ふるさと商社との契

約は、返礼品発送業務に関するもの、令和４

年度は約 9,000 万円を支出しました。 

 業務内容は、寄附に関する情報管理、返礼

品の発注及び配送管理、寄附者への対応、プ

ロモーション業務等であります。 

 委託料の積算は、市内事業者への返礼品代

金の支払い、その送料、返礼品の発送、商品

の発掘等に要する経費として、寄附額の８％

となっています。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  主に返礼品の発送等

の管理業務の業務委託を行っていると理解を

いたします。 

 先ほど市長からも御答弁ありましたとおり、

プロモーション業務、例えば新商品を開発す

るとか、寄附の宣伝をするとか、そういうふ

うなものも業務に含まれているというふうに

理解をいたします。 

 ここに、事前に情報開示請求を行って２つ

の契約書があります。遠野産品ブラッシュ

アップ業務は「プロモーション業務」と

「コーディネート業務」という契約でござい

ます。 
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 これは、遠野市がふるさと公社、そして商

社以外の民間企業と契約している委託契約書

でございます。 

 このプロモーション業務というのを見ると、

目的に、本業務は、株式会社遠野ふるさと商

社が行うふるさと納税に対する返礼品の選定、

紹介、効果的なＰＲ活動において、投資の魅

力の発信による関係人口の拡大、地域資源の

活用による産業振興等に効果のある取組につ

いてアドバイスを頂くとともに適当な支援を

頂戴し、寄附金のさらなる確保につなげるこ

とを目的とするというふうにあります。まさ

にプロモーション業務ですね。 

 また、コーディネート業務のもう１個の契

約書を見ると、市内事業者の新商品の開発を

行う業務のようですが、契約書には、ふるさ

と納税返礼品の研修会を開催しなさいという

ふうな業務内容が書いてあります。 

ＰＲ事業だけではなくて、商品開発も、恐

らくふるさと商社ができないから別業務を発

注しているんじゃないかなというふうに私は

理解をいたしました。 

 ふるさと商社には既にふるさと納税の業務

を委託しているのにもかかわらず、どうして

このような他社に委託の業務が必要なのか。 

 ふるさと商社が自分たちの業務内の予算、

先ほど８％内というのを市長からありました

が、その８％内の予算で契約するなら理解が

できるんですけど、遠野市が直接契約を行っ

ている。ふるさと商社がお金を出すのではな

くて遠野市がお金を出す。私、これ変じゃな

いかなって思うんです。本当に疑問に思って

います。 

 ふるさと納税には、国で定めたルールがあ

ります。ルールの中には、寄附総額の 50％

以内、半分ですね、半分以内で経費及び返礼

品の額を抑えなさいというものがあります。 

 先ほど別会社との契約は、ふるさと納税の

担当課である商工労働課からの発注ではなく、

担当ではない産業企画課から発注をされてい

ます。 

 私が心配するのは、担当課以外から業務が

発注されていて、国が定める 50％という

ルールの範囲を超えて経費を使っていないか

ということでございます。 

 ここで質問でございます。現状、遠野市の

ふるさと納税に関わる業務契約、さらには返

礼品等の経費の合計は、国が定める 50％を

超えているのか超えていないのか、今何％な

のか、お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、産業企画課と

いうのは私の肝煎りで設置をしました。遠野

市内の商品開発、ふるさと納税含めて、いろ

んな企画を対応していくと、言わば友軍のよ

うなものです。 

 なぜかというと、遠野市全体としてはプラ

ンニング、これが弱い部分でした。ここに力

を入れていかなければいろんなことが進まな

いというところがあります。 

 また、ふるさと納税に関しては、本当に力

を入れるということは当初から申し上げてお

りましたが、その取組の様子、仕方に関して

言えば、ふるさと商社だけではなかなか追い

つかない。さらなる開発・開拓が必要だとい

う意味で、担当課並びに産業企画課もそこに

注力をしていくという部分があるということ

を、まず御理解を頂きたいと思います。 

 そして、費用の割合について、御質問の数

字ですけども、48％です。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  50％を超えていない

ようでございます。国が定めるルールを超え

るようであれば、最悪ふるさと納税をやめな

さいと国から命令が来ることが予想されます。 

そのような事態がないことが確認できて、

まず安心をいたしました。 

 先ほど市長から、肝煎りでふるさと納税

もっと力入れるんだ。だからこういう形で今

やっているんだよという話があった。そのと
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おりだと思います。 

 しかし、担当課以外から別業務が発注され

るというのは、これは、どこまでいいのかど

うかという議論をしていただきたいなと思う

ところなんです。 

 連携がうまくいっているなら問題は発生を

しないと思います。仮に当局内の縦・横の連

携がうまくいかなかった場合、大きな問題に

つながる。例えばふるさと納税 50％を超え

ちゃうとか、そういうことが予想されます。 

 市長、そして副市長、部課長、関係する全

ての役職員が、このふるさと納税の問題だけ

ではなくて、本当の意味でどうやったら連携

が取れるのか、再確認するべきであると私は

思います。市長には、この点、しっかりと

やっていただきたいと強くお伝えをしておき

ます。 

 さて、次の質問ですけれども、今の質問が

ふるさと商社から若干ずれましたので、話を

商社に戻しますけれども、ふるさと納税の返

礼品宣伝等の業務を、先ほど言ったとおり、

ふるさと商社ができないから他社に発注した

と私は理解をしております。 

 ふるさと商社の登記簿を改めて取りました。

ここには、設置目的に、「１、遠野市の地域

資源を活用した地域活性化に関する事業」

「２、地場産品の開発研究及び普及に関する

事業」「３、地場産品の宣伝及び販売促進に

関する事業」「４、地場産業の人材確保及び

育成に関する事業」、その他何個かあるんで

すけれども、先ほどお話ししたとおり、ふる

さと納税については、ふるさと商社とは別会

社に宣伝や商品開発の業務が委託されていま

す。 

 地場産品の宣伝や商品開発業務が他社から

アドバイスをもらわないとできない、このふ

るさと商社は、先ほど申し上げたふるさと商

社の設置目的が達成できていない状況ではな

いでしょうか。 

 このような団体を、これからの観光ＤＭＯ

とか市の中心に置いておいていいのでしょう

か。これ疑問は尽きません。 

 今の状態の遠野ふるさと商社、このままで

はいけないと思います。このような自分たち

の設置目的すら達成できない団体に対して、

ここまでの予算を投じて改革を行ってきまし

た。この３年間で、遠野市内の有能な人たち

がお辞めになったというふうなお話も聞いて

います。もっとしっかりと遠野市内の人たち

の声を聞いて、今後の改革に生かすべきでは

ないかなというふうに思います。市長の御見

解をお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今の御質問ですけど、

結構いっぱいでしたね、中身が。 

ちょっと漏れるかもしれませんが、漏れた

ときはまた御指摘を頂きたいと思います。 

 市民の方の意見を聞くというのは、これに

限らず当然のことだと思います。私も時々行

きます、買物や食事をしに行きますが、その

都度、気がつくことはあります。 

 売場の目の届かせ方とか、お客さんへの配

慮とか、気になることは結構あります。これ

らについては、指摘をさせていただいており

ます。 

 ただ、どのように改善されていくかという

ところに関しては、なかなか検証ができてい

ないというのは、実際のところです。 

 ふるさと商社は杉村さんが社長をされてい

るんですけれども、私は彼のマーケティング

能力、それと問題点を見る目、この点につい

ては高く評価しております。これをどのよう

に具現化していくかというところに関して、

戦力的にやはり少し弱いなという部分を感じ

ています。 

 ですから、彼も苦労はしているんだと思い

ます。苦労していればいいのかというと、そ

うでもなくて、プロとして結果を出していか

なければいけないというのが我々の使命であ

りますから、その点は議員おっしゃったとお

り、厳しく見ていかなければいけません。 
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 ただ、ふるさと納税に関しても、商品開発

に関しても、ふるさと商社だけだよというこ

とではなく、みんなで総力を挙げてやってい

かなければいけないというふうに思います。 

 また、これまでは分かりませんけれども、

私は横の連携の会議、関係する課が、しょっ

ちゅう集まって会議をするということを指示

しております。そのように現在はなっていま

す。ですから、さらにいろんな意見が出てき

て反映されていくというふうに思います。 

 例えば、社長がいて、役員がいて、その２

人だけがいろんな経営の問題点を指摘できる

のかどうかというようなところをもっと管理

職が共有をして、連絡を密にして、いろんな

ことに対応できるような体制を取っていくと

いうのは、これ、現在のふるさと商社じゃな

くても必要なことなので、それらをしっかり

追求していって欲しいなというふうに思いま

す。 

 ふるさと公社の業務を吸収して、これから

やっていくわけです。これがスタートですね、

私はこれがスタートだと思います。 

そして、ふるさと商社の成果、これがしっ

かり現れるのもこれからだと思います。そこ

に向けてしっかり取り組んでいかなければい

けない。この点をミーティング、情報共有を

密にしながら進めなければいけないというふ

うに思っています。 

 全体的な回答になっているかどうかちょっ

とあれなんですけども、それぞれサポートを

しながらやっていけるようにしなければいけ

ないというふうに思います。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  市長がお話しされた

とおり、やっぱりここからがスタートだと思

うんですよ。今日は、背景を固めるために

ちょっと辛口になっているのは、御容赦いた

だきたいなというふうに思うんですけど、

やっぱり今できていないものをしっかり直す。

そして未来につなげていく。そういうふうな

体制をうまくとっていただければなと思いま

す。 

 次に、本会議に、この９月定例会には、ふ

るさと公社を清算して解散に向けての議案も

上がってきております。ふるさと公社に対し

ての出資金、貸付金など、遠野市と関係機関

が出しているお金についてどのような処理を

行っていくつもりなのか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  分社化していなけれ

ば、そういうこともあまりなかったはずなん

ですね。そのときに問題になるのが、出資金

はもうないわけです。大分以前にもうないと。 

 ですから、借入れを起こしてきたというこ

とです。 

 これを分社化になっているがために、それ

ぞれに処理をしなければいけない。従来のや

り方であれば、赤字を補填して清算するとい

う形なんだろうと思いますが、私はそこで赤

字を補填して清算するというつもりは一切あ

りませんでした。 

 ですから、債権は保護しなければいけない。

金融機関の債権はしっかり保護していく。そ

のために、ふるさと商社・公社の業務も吸収

しましたので、そういう意味で新ふるさと商

社の経営体制の中で返済をしていくと。 

 その過程で市が拠出しておる、貸し付けて

おりました 2,000 万円については、どうして

も重いと、返済計画に入れるには…という話

がありました。各出資者のほうからもあった

と。 

 ですけども、私はその債権をゼロというよ

うな判断はしませんという考え方です。です

から、出資という形に形を変えて債権を保護

しました。出資の 2,000 万円の回収の仕方で

あるとか整理の仕方というのは、幾通りかあ

ります。 

 これはゼロにするのではなくて、市として

は、金券でありますから財産としてあるとい
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うふうに解釈していただければと思います。 

ふるさと公社の債務を補填するのではなく

て、しっかり債権者を保護しながら返済する

という姿勢で臨んでおります。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  先ほど市長からも説

明あったとおりなんですけども、今回、９月

定例会に提出されている議案では、分社化の

際に遠野ふるさと公社に遠野市から 2,000 万

を貸し付けていたと。この 2,000 万を遠野ふ

るさと商社の種類株式として出資に振り替え

るという議案でございます。 

 この議論は、この後、予算等審査特別委員

会でも議論されると思います。分社化の際に、

分社に賛成した議員から、「今後の商社・公

社をしっかり監視していくのが議会の役

目。」と討論をされているようですから、

しっかりと議会の役目を果たしていかなくて

はいけないというふうに思っています。 

 分社化の際に遠野ふるさと公社にはほとん

どお金が残っておらず、7,100 万円あった出

資金もほとんど食い潰していた旨、今日の御

答弁でも市長からありました。 

 遠野ふるさと公社は、私の感覚ですよ、年

度内に清算の作業が完了して、解散という流

れになるのではないかなと勝手に予想をして

いるところなんですけれども、出資金 7,100

万円は既に枯渇しており、遠野市に戻すお金、

もしくはふるさと商社に引き継がれるお金、

これは残っていないと理解してよろしいで

しょうか。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  残っておりません。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  本当に、やっぱり残

念だなというふうにしか言いようがありませ

ん。 

 本当の意味でふるさと商社が自立し、遠野

市のために戦える集団にならなければいけな

いと思います。今後の商社の経営計画を早急

に示していただきたいと思いますが、自立に

向けた市長のお考えをお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、ふるさと商社

にほぼ一任していた経営に関して、しっかり

情報共有なり課題を共有して、方針を共通理

解の下に立てていかなければいけないと思い

ます。 

 そして、このことは、当初の予定・分社化

するとき、３年経過後に吸収するという計画

がありました。そのときの、目論見が違うの

は、収支が均衡している予定であるというと

ころがマイナスだということなんですね。 

 ですから、これは議会の中でも議論された

とおり進めさせていただくと。収支がマイナ

スであるということ以外は予定どおりである

というふうに考えています。 

 そして、そのマイナスとなった部分はしっ

かり返済していくということです。自立とい

うのはここからだと思います。先ほども申し

上げました。ここからスタートしていかなけ

ればいけません。もっともっと現場の声も聞

かなければいけません。ふるさと納税に関す

る国の制限もまた厳しくなっているところで

す。 

 ですから、これまでの取組、ふるさと納税

でお金を集めるというのは難しくなっていく

と思います。もっともっとレベルを上げてい

かなければいけない。その体制、現場を第一

として目配り・気配りができる風の丘、そこ

から始めて、ふるさと村であるとか、水光園

であるとか、伝承園をいかに市民の憩いの場、

そして観光の目的として有意義にしていくか。 

 そのためには、何といっても地域の皆様の

理解と協力を今まで以上に頂かなければでき

ないと私は思います。 

 ふるさと村も何回も行っていますけど、本

当にすごくいいとこです。ここに地域の皆様



－ 61 － 

の体温を入れていって、そして遠野に来た人

たちに癒やしとか心休まる休息を与えていけ

るような施設にしたい、そういうふうに思い

ます。水光園も同じです。 

 そして、ある時点では、しっかり投資をし

ていかなければいけないこともあります。 

このことも後に検討していかなければいけ

ないと思います。自立に向けて、本当のス

タートを切るというところが今だというふう

に思います。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  以上で私の質問は終

わりますけれども、本当の意味で自立して、

遠野市の主役になれる遠野ふるさと商社に

なっていただきたいと、心からそう思ってい

るところでございます。 

 私の考えは、分社化は改革を３年間停滞さ

せました。３年前に痛みを理解した改革がな

されていれば、今こんなに悩むことはなかっ

たと、そう思います。 

 最後に一言、ふるさと公社の経営責任を果

たすこともなく、謝罪もせず、経営改革もで

きなかった前市長に、改めて経営者失格だっ

たとお伝えして、私の一般質問を終わります。 

○議長（多田勉君）  次の一般質問に移りま

す。９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  佐々木敦緒でござ

います。 

 今の日本、人口減少の加速が、改めて浮き

彫りになっています。 

 総務省の調査では、国内に住む日本人は今

年１月時点で約１億 2,242 万人、前年度から

佐賀県の人口規模に匹敵する約 80 万人が減

少し、55 年前に調査を開始して以来、初め

て都道府県全てでマイナス。 

 岩手県の人口も 118 万 1,439 人に減少、減

少率 1.5％は、秋田県に次ぎ全国２番目の高

さです。 

 コロナ禍での出生数の減少が、少子化に拍

車をかけた側面はあるものの、若者や女性の

流出の増加も原因として考えられます。 

 この対策として、働き場の確保と働き方の

改革を図り、若者や女性が親しみを感じる、

魅力を感じる環境の整備を図ることが必要に

なりました。 

 本市は、子育てするなら遠野を合言葉に、

安心子育て・ママの里推進事業や児童セン

ターの整備など、様々な支援メニューを打ち

出し、転出者の引き止めと併せ、移住者の呼

び込みにも力を入れてきたのですが、人口減

少は収まりません。何かが足りないのです。 

 県は、地方移住促進のため、若年層向けの

「いわて若者移住支援金」の支給額を加算す

るなど、選ばれる地方自治体となるよう必死

です。 

若い女性が他県へ転出すれば、男女の出会

いの機会が減り、未婚化や少子化につながる

からです。 

 遠野市としても、遠野で働き遠野に住みた

いと思える環境を確立しなければ、地方間競

争には勝てません。 

 遠野が選ばれる自治体となれる手段として、

若者家族が市営住宅へ入居申請する際、収入

面あるいは住宅がないため親族と同居できな

い者に限るとの規定など、遠野市営住宅条例

は厳し過ぎますので、入居の許可基準の思い

切った緩和と併せ、住宅使用料減額の条例改

正を行い周知すれば、口コミで広がり、若者

夫婦は遠野に集まると考えます。 

 さらに、少子化の原因は少母化にあります。 

 結婚して子を産みたいと、母になる夢を持

つ女性は多いのですが、若者の年収が伸びな

いため諦める例も多い。 

 そこで、事業者の理解と協力が必要になり

ますが、今年改定された最低賃金、岩手県は

893 円、全国平均 1,004 円を下回ります。 

 そこで、遠野市の事業者は全国平均並みの

賃金を支払い、若者の収入を増やせば結婚す

る人が増え、母が増え、人口が増えると私は

考えます。 
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 人口減少対策、市長はどのように取り組も

うとしておられるのか、お考えをお伺いしま

す。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  人口減少対策につい

ては、一般質問でも何回かお受けしておりま

した。その中で、私は、暮らしやすい、そう

いう街をつくることが大事だというふうに申

し上げました。 

 それは、子育てするなら遠野ということが

ありますけれども、医療や教育、それらのこ

と、そして働く場所のことも、しっかりとバ

ランスよく成長させなければ、結局はトータ

ルして住みよい暮らしたいまちにならない、

これらを全体的にボトムアップしていきたい

というふうに思います。 

 私は、今議員が申し上げた提案に同感でご

ざいまして、給料を上げてくれということを

何らかの機会には遠野の企業さんにもお話を

しているんですけども、またそれぞれ事情が

あります。何とか工場生産、生産業だけじゃ

ないです、農業も、それこそ役所の人も、例

えば保育所の人も、介護の人もみんな含めて

そういうふうな形に持っていけるようにしな

ければいけないと思っています。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  人口減少対策に、

先ほど私は遠野市営住宅の条例厳し過ぎる、

空き家が多いのにもかかわらず、入居者がな

いと。ここは条例が厳し過ぎるのではないか、

いろんな制限はあります。 

 しかしながら、もったいない、資源があり

ながらそれを有効活用していないというふう

に見受けられますし、若者の方からなぜ入居

できないんですかというお話が寄せられます。 

私もそうだよねと、お話は聞くんですが、

何ら解決できていない。その悔しさがありま

す。 

 ここについて、昨日も同僚議員の質問にあ

りましたが、連帯保証人２名という規定、こ

れを何とかできないか、これ難しさがあると

いうことはそのとおりだと思います。この部

分について御答弁がなかったので、再度御答

弁をお願いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  昨日も公営住宅に関

しては議員おっしゃるようにありましたね。

公営住宅に関して様々な問題があるとしたな

らば、これらをまず１回集約して整理して評

価していかなければいけないと思います。そ

の上で、お話合いを進めていくということは

適宜必要だと思います。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  理解しました。今

どこに行っても話題になるのが人手不足、募

集しても集まらない、やっと来てくれたと

思ったらすぐ辞めてしまうと、頭を抱えてい

ます。 

 老人ホームや介護施設等福祉関連施設も同

様に困っているとお聞きします。 

 生まれてくる子の数が減ることは、15 歳

から 64 歳の生産労働人口が減少をきたし、

人手不足になる。 

 市長は生産労働力の減少対策として、就任

当初から特定技能制度を活用し、外国人労働

者の呼び込みに努めてこられました。 

 しかし、この制度課題もありました。 

 労働力不足を補う外国人受入れ制度にもか

かわらず、現制度の在留期間は通算で５年限

定ということであります。 

 政府は去る５月、ようやく重い腰を上げ、

熟練した技能業務に従事する外国人の在留資

格、特定技能２号を見直しして、無期限就労

とする方針とお聞きしますが、市長が得られ

ております最新情報を御答弁いただければと

思います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 
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○市長（多田一彦君）  これはすごく内容が

大きいものなので、どの程度説明していいか

というのはちょっとはかりかねていますけれ

ども、まず特定技能というのは、技能実習制

度を終わった方、それと特定技能制度の試験

にパスした方、この方々がまず資格があると

いうことです。 

 技能実習制度が終わった方は、既に日本語

の検定試験をＮ４程度とみなされるというこ

となんです。試験を受けてくる場合は、Ｎ４

以上を受けていかなければいけないし、各産

業の試験にパスしなければいけないというこ

とです。 

 当初、平成 31 年４月から、駆け込むよう

に安倍首相の熱い思いでスタートした制度な

んですけれども、あのときは新聞の記事なん

かを見ても、労働者とか人口減少対策とか、

そういう言葉が結構使われておりました。 

 ですけども、総理大臣が替わってくると、

いろんなことが変わってきます、方針で。 

 例えば、特定技能として入れるんだけれど

も、その特定技能になるための試験がどんど

ん難しくなっているんですよ。つまり、実際

には使わないような内容も試験に出てくる実

地試験に。この辺が現場感と決める機関との

間で非常に認識のずれがある。これらを調整

する機関がないんです、今のところ。 

 私は、それらをしっかりした法制度を運用

できるような連絡協議会をつくってください

ということを国会議員の皆さんに、鈴木財務

大臣も含めてお話をしています。近々、そう

いう集まりも設ける予定であります。 

 当初は、建設と船舶に関する２業種に関し

て特定技能の２号まで、要するに５年経過し

た後のことまでありました。今はそれが、私

の記憶だと 14 業種に増えているはずです。 

 ほぼ技能実習生と同じような、これは技能

実習生を終わって特定技能１号という形にな

らなければ特定技能２号というとこまでいけ

ないので、まだそれは運用されるまでにはか

なり時間がかかるということなんですけども、

特定技能１号に関して言えば、５年間できる。 

 ただ問題なのは、特定技能１号になると、

職業選択の自由の中、その業種であればどこ

の地域の企業等に移ってもいいですよという

ことがあるんですよ。 

そうすると当然、今起こっていることは、

給料の高いところに移るということになって

しまいます。これでは今までとあまり変わら

ないんですよね。 

 そこでどうするかということが、私たちが

取り組んでいることの一つに、外国のある地

域と付き合うことによって、その地域との人

間関係とか様々なよい関係を構築して、勉強

してもらって人を派遣してもらうような形で

遠野に来てもらわないと。なかなかその後続

かない。 

 それで今、今度インドネシアから使節が、

プルバリンガの市長さんが来ます。プルバリ

ンガの市長さんのほうは、遠野に送り出して

くる特定技能生であるとか、技能実習生であ

るとかの費用が向こうでかかるわけですね。 

 その半分を市が負担すると。ですから、重

い負担をしょって日本に来なくていいように

すると。こちらでも受入れ機関というものが

出てくるわけですけども、そこでもあまりお

金のかからないような形をして、いい関係で

つなげていけば、日本に来た後の負担が減る

ので、少しでも給料の高いところというよう

な移動の仕方をある程度制限できるだろうと

いうふうに思います。 

 それで今度、ネパールのほうとも同じよう

な形でやっているわけですけれども、スキル

アップをなるべく向こうの国内にいるときに

していただくと。勉強、日本語もできるだけ、

本当に一般的に会話ができるようにしていた

だいて日本に来てもらう、遠野に来てもらう

というような準備をしなければ、良好な感じ

にならない。 

 そして、お祭りとかいろんなところに参加

してもらうような環境をつくっていくという

ようなところが非常に重要だというふうに考
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えています。 

 恐らく、また特定技能に関することは変わ

ると思います。この変わり方が非常に唐突で

現場感のない変わり方をしてくるので、そこ

のところを私たちが何とか、そういうふうな

急激な変化でみんなが困らないようにしなけ

ればいけないということで、今、国会議員の

方々と話をしたりしているというような状況

であります。答えが十分かどうかちょっと分

かりませんけど。 

○議長（多田勉君）  質問の途中であります

が、ここで 10 分間休憩いたします。 

   午前 10 時 59 分 休憩   

────────────────── 

   午前 11 時 12 分 開議   

○議長（多田勉君）  会議を再開いたします。 

 一般質問を引き続き行います。９番佐々木

敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  特定２号の見直し

に関することについては、いいことがあれば、

一方ではそうでもないこともあるということ

が分かりました。 

 特にも理解できたのは、市長は本当に物知

りだなということであります。 

 さて、人口が減少すれば、労働人口となる

若者が減る中で、高齢化は進行する。 

 遠野市の高齢化率の推移は、2045 年の 22

年後には、全国平均 36.8％に対して 46.1％

と予想されています。 

 高齢化の進行で社会がどのようになるか、

要介護者と介護者の両方が 65 歳以上の老老

介護、要介護者と介護者の両方が 75 歳以上

の超老老介護世帯は、厚生労働省の調査のと

おり、年々上昇するとなっています。 

 そこで、本市の現時点での老老介護、超老

老介護、それぞれ何世帯かお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本市としては、老老

介護や超老老介護、認認介護という区分の集

計調査は行っておりません。 

 ただし、高齢者夫婦の世帯、令和２年度国

勢調査においては 1,229 世帯であります。 

 また、第９期介護保険事業計画策定に当た

りまして実態調査を行いました。800 世帯を

対象に調査しました。701 世帯から回答を頂

き、調査の結果、介護者の年齢が 65 歳以上

74 歳未満の方が 58 人、74 歳以上の方が 634

人おり、老老介護、超老老介護の世帯である

可能性はあるというふうに認識しております。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  質問事項にないと

ころまで御答弁いただきましたから、次の質

問に準備していましたので、質問させていた

だきます。 

 認知症の人が同じ認知症の人を介護する認

認介護についてお伺いします。 

 お互いが認知症のため、介護どころではな

い認認介護は、介護放棄や虐待などに発展し

て、事件や事故を引き起こしていることが報

道されています。 

 また、高齢者二人きりの生活の場合、家族

や周囲は認知症になっていることに気づかな

い中で、老老介護から認認介護に発展してい

るケースもあると専門家は話します。 

 認認介護の正確な把握、先ほどの調査結果

の件も伺いましたが、把握は難しいと言われ

ますが、本市の実態について知り得る範囲で

お答え願いたいと思います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  現在、その区分につ

いては、先ほど答弁させていただいたことが

内容でございます。 

 いずれにしても、老老介護、超老老介護、

認認介護という実態調査というのはしなけれ

ばいけないなと感じております。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  2019 年の国民基
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礎調査によれば、介護者の半数以上が要介護

者と同居していることになります。 

 同居している介護者の中で、最も多いのは

配偶者で 23.8％、その次に多いのが子で

20.7％、３番目は子の配偶者で 7.5％、同居

以外では別居の家族 13.6％、事業者が

12.1％となっています。 

 介護者が介護に要する時間の調査では、要

介護３以上では終日の割合が多くなり、要介

護５はほとんど終日という結果です。 

 そこで、本市の介護者の状況、配偶者また

は子、それらの割合はどのような状態にある

かについてお答え願います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私も家で介護をずっ

としていたということもありますので、本当

に大変な状況だということは身に染みて分か

ります。 

 そして、遠野市でそういう従事していただ

いている関係者の皆さんの苦労も本当に大変

だということも、身に染みて分かります。何

とか軽減していかなければという思いは強い

ところです。 

 介護サービスに係る負担軽減策について、

市独自の施策も含め既に講じてあるところも

あります。また、今後においても、状況を把

握しながら、必要な策を講じていかなければ

いけないということはお話しするまでもない

と思います。 

 なお、現在講じている軽減策やその状況に

ついて、健康福祉部長のほうから…… 

   （発言する者あり） 

○市長（多田一彦君）  違います。ちょっと

いいですか、じゃ。もう一度お願いします。 

○議長（多田勉君）  質問と答弁がかみ合っ

ていないようですので、再度質問をし直して

ください。９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  介護の状況なんで

すが、介護している方、配偶者または子、そ

れらの割合はどのような状態にあるかについ

てお聞きしたところであります。 

○議長（多田勉君）  答弁。多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本市における主な介

護の状況でありますが、在宅介護実態調査に

おいての分析では、主な介護者は、家族・親

族と回答した方は 65.9％、同居・別居の区

分、介護者の続き柄等に関する調査はこれに

は入っておりません。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  本市の介護の状況

について伺いました。 

 次に、老老介護・認認介護の問題は、移乗

移乗とは、ベッドから車椅子へまたは車へ、

移乗や入浴、着替え、排せつ介助など体力を

必要とするのですが、先ほど市長も若干答弁

の中で触れていましたが、老老介護はお互い

の体力のなさから共倒れのリスクも指摘され

るほか、介護に専念すると、外出の機会も、

そして近隣住民との交流も減り、社会的つな

がりが薄れる。 

 また、介護に追われ趣味を楽しむ時間が制

限され、自分の時間が極端に減るなど、その

ため心の余裕もなくなり、鬱病に発展する例

が指摘されています。 

 その対策として、介護サービスの利用や施

設への入所という方法はありますが、経済的

な面もあり、在宅介護を選択するケースが多

い。 

 しかし、在宅介護を選択しても、介護者は

仕事ができなくなりますから、経済的不安定

さは避けられないこと、要介護者を抱える世

帯の負担、市長の体験を基にお話し、昨日も

お聞きしましたが、想像以上と推察いたしま

す。 

 そこで、私は、施設に入所者へ毎月の施設

利用料の補助制度など、遠野ならではの施策

を構築して、要介護者が存在する世帯に安心

を提供してはと考えるのですが、市長のお考
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えをお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  直接的な支援という

話ですね。いずれかの時点で、要するに介護

保険を支える人口が減ってきます。令和 22

年を例えていえば、今から恐らく 3,000 人近

く減るでしょう、2,000 人強減っていくと思

います。 

 一方で、介護を必要とする人の数は今より

増えます。この負担の増ということを考える

と、やっぱり段階的に施策を講じていかなけ

ればいけないと思います。 

 ただ、現在も遠野市として補助の整備をし

ているところもありますので、現在のところ

の状況を健康福祉部長のほうからお話をさせ

ていただきます。 

○議長（多田勉君）  菊池健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼 

地包括支援センター所長菊池寿君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包

括支援センター所長（菊池寿君）  命により

答弁いたします。 

 施設サービスに限らず、居宅サービスにお

いても家族介護者の負担軽減を目的としてお

ります。 

 施設サービス入所に当たっては、介護度や

受ける介護サービスの種類によって利用料の

負担を頂いております。基本的には、介護保

険サービスの自己負担割合は１割ですが、利

用者の所得に応じて２割あるいは３割の負担

となります。 

 施設入所者に対する軽減制度としては、住

民税非課税と資産要件を満たす対象者に対し

て、居住費及び食事代の自己負担額を軽減す

る負担限度額認定があります。 

 介護サービス費の負担軽減策としても、各

種減免制度があります。収入の状況等により

サービスの利用を控えることがないように、

遠野市介護保険サービス利用者負担助成制度

では、住民税非課税と資産要件に該当する利

用者に係る介護サービス費等を軽減していま

す。 

 この制度は、活用を申し出た社会福祉法人

が実施する介護保険サービスを対象としてお

り、在宅サービスは利用料の 45％、施設

サービスは 25％を軽減しています。 

 なお、実施する法人の負担も伴う制度であ

るため、実施法人に対して、市から利用実績

に応じて助成を行っております。 

 遠野市居宅サービス利用者負担軽減制度で

は、先ほど述べた介護保険サービス利用者負

担助成制度と同じ該当要件で、市独自で訪問

看護・訪問入浴サービスも対象として、サー

ビス利用料の 45％を軽減しています。 

 また、居宅介護において、住宅環境を整え

るため手すりや段差解消など住宅改修に対し

ても、介護保険の自己負担割合に応じて住宅

改修費を支給しています。介護保険上は１工

事当たり 20 万円が上限となっていますが、

本市では単独助成として 20 万円を上乗せし

て給付しています。 

 以上のように、現状でも市独自の軽減策を

行っております。 

 今後においても、引き続きニーズの把握、

地域課題の分析を図り、適正な保険事業の運

営となるよう努めてまいります。 

 なお、参考までに昨年度行った在宅介護実

態調査では、介護施設への入所・入居の検討

状況についての設問に対し、「検討していな

い」が 54.8％、反対に入所施設を「検討し

ている」または「既に入所・入居の申込みを

している」と答えた方が 40.7％となってお

ります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  要介護者世帯への

負担軽減策を提案しましたが、更なる問題が

あります。 

 施設へ入所申込みをしても、入所判定会議

が年４回しか開かれていないので、会議が開
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かれるまでの間は在宅介護をしながら、結果

を待っていなければならないこと。 

 仮に判定会議で入所可能となっても、これ

また施設への入所待機者が、すごく多いため

入所ができないこと、果たして生存中に入所

ができるのかと、市民は心配と不安を抱えな

がらの生活を過ごすことになること。 

 時代の流れに対応できていない行政。課題

が解決されずに延々と続いています。 

 本市の老人福祉施設、特別養護老人ホーム

の入所待機状況についてお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  介護保険施設入所希

望者数調査及び特養ホーム入所待機者実態調

査の結果を御報告します。 

 令和５年４月１日時点において、特養ホー

ム入所待機者数は 263 人となっています。令

和４年同日では 260 人、令和３年同日は 252

人となっています。ほぼ横ばいから微増傾向

にあると言えるわけです。 

 待機者の待機場所としては、在宅での待機

者が 86 人、グループホームや介護老人保健

施設などのほかの入所系施設に入所しながら

待機している方が 146 人、疾病等で入院中の

方は 31 人となっています。 

 特別養護老人ホームの入所判定会議につい

ては、事業者において開催しており、施設ご

とに開催の頻度は異なるというのが実態であ

ります。各施設への申込みに対して必要に応

じて判定会議を開催し、適切に運用していた

だけるようにと考えております。 

 養護老人ホームについては、市の入所判定

委員会をおおむね３か月に１回開催しており

ます、議員おっしゃるとおりです。判定会議

の開催期間が問題で待機者が入所するまでの

期間が長くなる、または待機者が増えるとい

うことは、その限りにおいてはないというふ

うに思います。 

 養護老人ホームの待機者、令和５年８月に

おいては 16 人というふうになっています。 

 私も市長になる前に足りないということで

考えていたんですけれども、その後、各会議

において、人口が減るんだから不要だろうと

いう不要論をかなり聞かされました。 

 果たしてそうなんだろうかということで私

は調べました。現在、介護保険の被保険者数

が約１万 8,000 人おります。例えば令和 17

年、１万 5,500 人になります。令和 22 年に

は１万 4,400 人、減っていくわけですね。

3,000 から 4,000 人減っていくと。 

 一方で、要介護認定者数の予測です。現在

2,110 人、令和 17 年には 2,120 人、10 人増

えるわけです。22 年には 2,113 人、いずれ

にしても今と同等、もしくは増えるというこ

とからすると、先ほどの待機者数を考えれば、

これは 20 年近くにわたってこのような状況

であるということは、足りないということだ

と私は判断していますので、施設に関しては、

不足しているから増やさなければいけないと

いう考え方をしています。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  待機者が多い、こ

れは施設利用料、特別養護老人ホームの場合

は若干安くなるんです。そういうことも市民

の方のことも考えて進めていかなければいけ

ないと思います。 

 施設入所の待機状況についてお伺いしまし

た。 

 これも人口減少の影響からでしょうか。職

種別事業者間で人材の引き合いが強くなり、

老人ホームや介護施設等で職員の離職者が増

加していると聞いています。 

 募集しても集まらないため職員が不足して、

休みを取りたくても取ることができないと悲

鳴の声があります。 

 市長の公約、今はなぜか聞こえなくなりま

したが、介護福祉専門学校を誘致する、ある

いは建設を図ることは、的を得ていると評価

しています。先ほどの市長答弁でもよく分か

りました。 
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 社会は日々変化しているのです。介護現場

も同様であります。 

 そこで、市内の老人ホームや介護施設の職

員は足りておられるのか、現状についてお伺

いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  職員数は足りていな

いと判断しています。 

 それと、今、議員からお話が出ました専門

学校等、これについては必要だと考えていま

す。 

ただし、さきにも申し上げているんですけ

れども、施設に付随してやっていかなければ

いけないと。ですから、遠野市内にあるそう

いう福祉法人、一緒になってやっていかなけ

ればいけないし、不足している部分を新たに、

要するに施設が足りない部分をつくっていく

とか、そういう場合に、そこに付随して実習

場所であるとか専門学校であるとかというよ

うなことをやっていかなければいけないと思

います。 

 その中でインターンシップ制度で学費を優

遇しながら働けるというような形をつくって

いかなければ、なかなかほかの介護の専門学

校等は成り立たないような形になっているの

で、そこでしっかり働くためのインターン

シップ制度というものを設けながら、生徒を

誘致していきながらやっていくと。 

 しかも、遠野で介護施設が足りないという

ことになりますから、そこに付随してほかの

施設の協力を得ながらやっていくということ

になれば、ほかの施設においても、これはそ

の効果は出せるんじゃないかというふうに思

います。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  次に、本市は、要

介護者や要支援者及び身体障がい者に居宅と

医療機関等の間を送迎する外出支援サービス

事業を制度化し提供しています。 

 この事業、使い勝手が悪いと評判が悪く、

利用率はすこぶる低い。 

 医療機関等に移動するサービスの利用回数

は月２回まで、１日当たり２回の利用が可能

です。往復ですね、料金は片道 530 円、この

事業の利用率が低い原因は、利用は遠野市内

の施設に限るとの規定のため、釜石市や花巻

市、北上市等近隣市には利用できないからで

あります。 

 利用率を高めるためには、サービス範囲を

近隣市まで広げるよう要綱を改正すべきと、

３月市議会予算等審査特別委員会で提言した

と記憶しています。その際、改正に向けると

の答弁と記憶します。進捗状況についてお伺

いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  はじめに、３月市議

会定例会予算等審査特別委員会で、外出支援

サービスに関する要綱の改正に向けるとの答

弁を行ったということでありますが、正確に

は、本市の運営する外出支援サービスと遠野

市社会福祉協議会の運営する外出支援サービ

スの、それぞれの利用料金の標準化について

検討していきたいという答弁でありますので、

確認をお願いしたいと思います。 

 それから、現在の状況、それと他市のこと

も参考にしながら調査も進めております。こ

の詳細につきまして、健康福祉部長のほうか

ら答弁をさせます。 

○議長（多田勉君）  菊池健康福祉部長。 

  〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼 

地包括支援センター所長菊池寿君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包

括支援センター所長（菊池寿君）  命により

答弁いたします。 

 検討の状況としましては、県内 14 市の同

様のサービス利用料金について調査を行って

おりまして、目的地によって料金格差を設け

ている市もあったところです。 

 外出支援サービスとは、車椅子を利用され
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ている方や寝台での搬送が必要であるなど、

一般の交通機関を利用することが困難な方に

対し、医療機関を受診する際などに提供する

サービスで、リフトやストレッチャーのつい

た特別な車両により搬送するサービスであり

ます。 

 本市が運営する外出支援サービスは、移動

先を市内に限定しており、市外の医療機関を

受診する場合には、遠野市社会福祉協議会の

運営する移送サービスを利用いただいており

ます。 

 利用実績は、令和４年度、延べ 602 回と

なっていて、利用者個々の身体状況に合わせ

た対応が必要であるため、事前の登録が必要

となっております。現在の登録者数は 143 人

となっております。 

 遠野市社会福祉協議会が運営する外出支援

サービスは、本市の外出支援サービスを補完

する意味で設置されたサービスで、その違い

は、議員御指摘のとおり、利用範囲と利用料

金にあります。 

 参考までに、同協議会の外出支援サービス

の令和４年度の実績は、延べ 496 人で、花巻

市内の医療機関や県立中部病院、盛岡市内の

医療機関などへの利用となっております。 

 このうち宮守町の利用者だけを見ますと、

令和４年度は延べ 68 人で、主に花巻市の東

和病院を利用している状況となります。 

 ３月の予算等審査特別委員会では、現状の

課題をしっかりと受け止め、２つの制度の統

合、もしくは市の制度の改正を行い、利用者

の実態に合った制度に改めるべきではないか

との御指摘を頂いておりました。 

 検討にあっては、料金の改定もさることな

がら、２つの制度を統合する上での課題、仮

に統合した場合の利用エリアの設定、エリア

拡大に伴う車両台数の適正性、運転手の確保

の問題、介護保険サービスとして事業運営を

改める場合の収支シミュレーションなど、総

合的な判断が必要となるため、結論に至るま

では時間を要しているというふうな状況であ

ります。 

 利用者個々のニーズ、今後の需要見込みも

改めて分析して、昨今の燃旅費高騰の影響な

ども含め、見直しを検討してまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  御答弁、それはよ

く分かりますが、言いたいことは、市民本位

でなければいけない。 

行政が見直しするのに大変だと、そういう

ことではなくて、常に市民を見ているべきだ

ということを私は訴えたいとこはそこであり

ます。利用されていないのですから、せっか

くつくっておきながら、利用されていない。 

この実態を見れば、要綱改正すればすぐで

きます。議会の議決も要らないことです。決

裁でできます。この部分をよく御検討なされ

ることを私は強く思うところであります。 

 次の質問に移ります。 

 近年、異常気象が頻発します。 

 お盆過ぎに東南アジアの熱帯地方で見られ

るスコールと思われるような局地的豪雨があ

り、市内各地で土砂が流出する等の被害が発

生しました。 

 被害調査や災害復旧に当たられた消防本部

及び地区消防団、市担当課、建設業者の皆様

には、心から御苦労さまですと感謝を申し上

げます。 

 さて、道路法には、路線の認定、管理、保

全等に関する事項を定め、公共の福祉を増進

すると規定されています。 

 また、同法第 42 条には、道路管理者、市

長は道路を常時良好な状態に保つように維持

し、保全し、一般交通に支障を及ばさないよ

う努めなければならないと規定されています。 

 以前、私の道路等の補修要望が多く出され

ている、早急に応えるべきとの提言には、要

望箇所が前市長の繰越しを含め 400 から 500

か所と多く、対応に苦慮しているとの答弁で

した。 
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 しかし、私が道路施設を巡回している中で、

ここにコンクリート製品の敷設が果たして必

要だったのか、むしろ幅員を狭くしてしまっ

ているのではないか。 

 またある林道、林業者が作業中に路肩のＵ

字側溝を相当規模埋めてしまったため、降雨

時に越水し路面を流れ深い溝ができ、交通不

能になった。 

 原因者に原形復旧を命ずるべきと思うが、

市で砕石を運搬し補修した。側溝の土砂はそ

のまま、次の年も路面が洗掘され、再度市で

補修した。このような理解に苦しむ現場も散

見されました。 

 ６月市議会では、道路維持費の予算が１億

円も増額になったのです。この予算を、必要

最小限の設計で安く仕上げれば、多くの市民

皆様の負託に応えられると、多田市政を高く

評価しました。 

 私は、道路維持費予算を毎年１億円以上継

続して確保すれば、市民要望に的確に応える

ことができると考えています。 

 予算が確保された場合、当局は、補修箇所

の選定は慎重になされ、投資効果を高める設

計が求められます。 

 令和元年６月市議会定例会で、市道などの

補修工事箇所の調査は…との問いに、業者に

お願いしているとの答弁と記憶します。 

 本来、市職員が道路パトロールを行い、現

場を特定し、簡易的でも測量を行い、数量を

算定して設計し、順次工事を発注すれば、安

価で市民要望に沿った補修工事がなされると

思いますが、何せそのような体制の構築には、

道路行政に関わる職員が不足していると観察

しています。 

 その不足を補うためには、業者や技術者で

あった市役所ＯＢ等専門家に、道路パトロー

ルの業務と現場の簡易測量を委託することも

一つの手法と思うのですが、市長のお考えを

お伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  現在の状況、議員今

おっしゃったとおり、職員でそこをやるには

ちょっと人力がないというのが実情でござい

ます。本来ならば職員が見てやればいいんだ

と思います。現場のことも知ることもできま

すしね。 

 今、職員はいろいろ課題、問題のあるとこ

ろは必ず見に行っています。その上で判断を

してくれています。 

 市の道路のパトロールについて、業務の委

託ということでございますが、これは現在、

技術者を有する土木業者に委託をしておりま

す。そして、これは休日以外毎日行っている。 

 委託内容につきましては、道路施設の目視

点検のほか、軽微な路面補修、除草作業、倒

木処理、敷砂利、小動物の死骸除去等であり

ます。冬期間においては、滑り止め用の砂の

補充等も実施しています。 

 パトロールの内容については、日報にまと

め、週に一度報告を建設課のほうに受けてお

ります。そして、建設課内部において情報共

有をしています。 

 市民からの施設の異常等に連絡があった場

合、速やかに現地確認を行い、軽微な作業で

あれば、道路パトロールを委託している業者

に連絡して、速やかに対処をお願いしている

というのが、現在の業務委託の考え方であり

ます。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  そのことは承知し

ております。 

 ある道路の枝の垂れ下がった取り除き等々

はやられているということは理解しています。

ただ、不足だなという部分を感じましたので、

質問させていただいたところであります。 

 先ほどの質問には訳がございます。 

 なぜあの現場は補修工事が施され、手がつ

けられずに放置されている現場との違いはな

ぜかと考えたとき、優先順位等の基準が定

まっていない可能性があると思ったからであ
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ります。 

 市民や地区センターから補修工事等の要望

に対しての採択基準を定め、それに則り、順

次工事を実施するのでなければ不公平が生じ

る、そのような思いからであります。 

 補修工事に至る採択基準についてお答えを

願います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これは採択基準とい

うものを細かくやっていたら、これ点数つけ

ていろいろやっていくとか様々なことができ

てきて、これまた、例えば 600 件もあるわけ

ですから、なかなか進まないと思います、人

手もかかります。 

 ですから、その状況判断というものに重き

を置いていると思います。 

 そういう感覚で要望があった補修工事等へ

の優先順位を決める基準、これは市民の安心

安全な生活に影響がある順番というふうな御

理解を頂きたいと思いますが、この実情につ

きまして、環境整備部長のほうからお話をさ

せていただきます。 

○議長（多田勉君）  村上環境整備部長。 

   〔環境整備部長村上明洋君登壇〕 

○環境整備部長（村上明洋君）  命により答

弁いたします。 

 維持補修工事の実施においては、優先順位

を決める基準は、当然のことながら、市民の

安心安全な生活に影響がある、緊急度の高い

箇所を最優先としております。 

 次いで、１級市道、２級市道のように利用

者の多い幹線市道の安全な走行に支障がある

箇所を優先しております。 

 特に、今年度は、６月定例会において補正

を行い、市道等の維持管理を目的に１億

8,030 万円の市道維持管理費を確保すること

ができましたので、市民からの要望に迅速に

対応しているところでございます。 

 また、近年、多発しておりますゲリラ豪雨

など予想のつかない災害が発生した場合、維

持補修とは別に、補正等により予算を確保し

て対応しているところでございます。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  この件については、

深く掘り下げなければいけないというふうに

思うところでありますが、御答弁のとおり、

基準を設けても突然の災害、そして緊急性と

いうのもあると思いますから、再度、私も、

いろんな現場を見ながら、機会を見つけて質

問させていただきたいと思いまして、先に進

めます。 

 これまで質問や提言を何度も繰り返してき

た市道才の神線、総合的な道路改良工事は計

画に入ってきませんから、まだ先のことと

思っていますので、今回は部分的改修を図り、

市民の生命財産を守るための提言をさせてい

ただきます。 

 遠心力の影響を抑えるため、道路の曲線部

外側の路面は内側より高くすることと道路構

造令で規定されていますが、そうではないこ

の市道才の神線、中間点に位置する、汚染さ

れた乾牧草を一時保管していたハウス前の旧

カーブは、構造的に欠陥がある。 

 路線のカント、専門用語ですが、片勾配が、

外側が低い逆勾配、もしくは水平と感じてい

ます。 

 冬には横滑りするなどスリップ事故が多発

しますから事実と判断できます。 

 このカーブは早急にアスファルト等にて基

準どおりの片勾配となるよう施工して、人命

保護のための安全対策が必要であります。 

 加えて、国道 283 号からこのカーブまでの

山側に敷設されている落蓋式Ｕ型側溝には、

山から水が流れてきている箇所に鋼製の網の

グレーチングが設置されています。これが塞

がって…、常に塞がります、雨水を処理でき

ないため、道路に帯状に 100 メートル以上流

れるのですから、車のタイヤが浮いてコント

ロールが利かなくなる、ハイドロプレーニン
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グ現象を引き起こし、とても危険な道路にな

る。 

 なぜ市では対策を講じないのかと、市民の

皆様から強い不満の声を何度も申し受けます。 

 雨が降る都度、枯れ葉が詰まり道路上を流

れますので、抜本的対策が必要です。 

 その対策工法として、水が流れ落ちる３か

所ほどにのみ込める大きさの集水桝を新設す

れば収まります。 

 このような状況を放置する市政に、市民の

不信は増幅しています。 

 道路法に鑑みて管理する市役所担当課及び

宮守総合支所は、この実態を調査されている

ものと思います。 

 逆勾配の急カーブでダンプカーが横滑りし

乗用車を巻き込む事故が発生、あるいはハイ

ドロプレーニング現象によりコントロールが

利かなくなった車が達曽部川に転落、どちら

も道路管理者の重大な過失が問われます。 

 判例集を読めば、道路管理者の責任例が明

確に分かります。 

 市長はこの状態を承知されておられると思

いますから、どのように対処するおつもりか、

方針についてお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  何度かこの件に関し

ましては一般質問を頂いております。市内に

はこのようなところがありまして、補修も続

けております。 

 例えば、Ｕ字溝の中に砕石、土砂が詰まっ

てどうにもならない、こういう苦情もありま

す。やれるところからそれらについても実施

をしています。 

 近隣の地域の方から、今までこういうこと

をしてもらったことはないと、ありがとうと

いう感謝の言葉も届いたりしています。 

 また、この件に関しても、それこそ何年も

言い続けてきたんだろうと思います。つまり、

何年も言い続けなければいけないほど、道路、

の補修や維持管理に関しては手が回らなかっ

たということです。 

 そのために予算を増やしました。そして出

来るだけ対応していこうというのが今の考え

方です。 

 私もこの現場は、すぐ見に行っています。

冬も行きました。そして現在は勾配の逆勾配

ですね。逆勾配の問題、それからグレーチン

グ、落とし蓋…、ちょっと話ずれますけど、

グレーチングにするかコンクリート式落とし

蓋のものにするかという判断が、どういうふ

うにされてきたんだろうかなというほど、私

は疑問な箇所がたくさんあります。 

 これらをしっかり見ながら対応していかな

ければいけない。グレーチングに換えるなら

換える、ここだけじゃなくてですね。 

 そういう対応をしようということで、今、

大きな計画にのせるとかのせないじゃなく、

担当課のほうで検討策、要するに講じる対応

策、これを検討するというところで指示をし

ているところなので、その結果、どういうふ

うな対応策を取っていくかということを話を

していきたいと思います。 

 大事な一般質問の時間ですので、もう本当

に道路、こういうものに関する問合せ、苦情、

その他たくさんあります。 

 一般質問で何回も言っていただかなくても、

しっかりと記憶しておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  よく分かりました。

市長も何度も言われて聞きづらい、そういう

気持ちはよく分かります。 

 しかし、私たちも市民から選ばれた人間で

ありますので、それを素直に伝えていく義務

もあります。 

 しかしながら、ただいまの御答弁、市民の

皆様はすごく前向きだというふうに感じ取っ

たと思います。私も同様に感じ取りました。 

 しかしながら、市道才の神線については、

人命保護の立場からして対応するまで継続し
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て訴える必要があると考えています。 

 以上で９月市議会定例会、私の一般質問を

終わります。 

○議長（多田勉君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時 00 分 休憩   

────────────────── 

   午後１時 00 分 開議   

○議長（多田勉君）  会議を再開いたします。 

 午前に引き続き、一般質問を行います。４

番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  議席番号４番、昆明美

でございます。 

 去る８月９日に行われました令和５年度遠

野戦没者追悼平和祈念式に出席させていただ

きました。私の家も遺族であります。国、国

民を守っていただいた感謝の思いとこの場に

赴き手を合わせたことのないことに対し、お

わびの気持ちを込めて手を合わせました。私

の夫のおじいさんが戦死しております。夫の

父親である、私の姑さんが 11 歳のときに戦

死し、母親も病で亡くなり、兄弟３人は近く

の親戚の家で一人ずつ離れ離れで育てていた

だきました。あまり多くは語らない父であり

ますが、想像を絶する悲しみと寂しさを背

負った人生だったのではないかと思います。 

 親戚の皆様方には育てていただいた感謝の

思いでいっぱいでございます。父たち兄弟を

育てていただかなければ、私たちの今がない

わけです。夫とも巡り合わなければ、我が子

どもたちにも会うことができなかった。 

冒頭にこのような思いを述べていいものか

今朝まで迷いましたが、でも、今を生きる私

たちが声を上げなければならないのではない

かと思いました。戦争はいかに愚かで、悲し

みしか残らない。絶対戦争をしてはならない。

終戦から 78 年。今のこの平和の尊さを大切

にする心を私たちは子々孫々まで語り継いで

いかなければなりません。平和への希求を心

から願い、誓いまして、質問に入らせていた

だきます。 

 それでは、通告に従いまして、一問一答方

式により、大項目１点、遠野市総合計画、後

期基本計画について、順を追って質問させて

いただきます。 

 大綱３、活力を総意で築くまちづくりにつ

いて。かつては農業活性化本部アストを中心

とした農業生産額 100 億円アクションプラン

を掲げ、農業生産額向上と元気な農業を目指

して取り組まれた経緯がございます。 

 現在は農林水産振興ビジョン、トオノ、ア

グリカルチャー、農業でございます、フォレ

ストリーは林業、フィッシャーズは水産業、

ビジョンは構想の頭文字を取り、タフ・ビ

ジョンと改め、農林水産業の目指すべき姿と

実現のためのビジョン、構想が作成されまし

た。その市の取組状況についてお伺いいたし

ます。各種施策の実行について、それぞれに

専門のアドバイザーを配置しているようです

が、そのアドバイザーの名称と活動内容につ

いてお示しください。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  平成 22 年６月に策

定した農林水産振興ビジョン、通称タフ・ビ

ジョンを強力に推進するため、同年６月から

農業活性化アドバイザー、農地利用集積アド

バイザー、地域活性化アドバイザー、担い手

支援アドバイザー、林業振興アドバイザー及

び畜産振興アドバイザーを設置し、関係機関

と連携した農業所得向上のため、きめ細やか

な取組がスタートしたということになります。 

 第３次農林水産振興ビジョン、タフ・ビ

ジョンⅢ、令和３年から令和７年の現在は、

農地を農地と活かすまち、みんなが生き生き

就農するまち、地域特性を活かしブランド化

が進むまち、６次産業化に積極的に取り組む

まち、この４つの目標実現のために４名のア

ドバイザーを配置し、施策に取り組んでおり

ます。 

 農業活性化アドバイザーは、新規就農者の
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指導育成、作物栽培巡回指導、振興作物の選

定及び新規作付作物の指導を、地域活性化ア

ドバイザーは新規就農者の掘り起こし及びそ

の支援を、農地利用集積アドバイザーは農地

流動化・団地化の推進、遊休農地の解消推進

を、集落営農支援アドバイザーは集落営農組

織の経営改善に関する支援、集落営農組織の

法人化に関する支援を担当しながら、相互に、

また花巻農業協同組合、遠野普及サブセン

ターなど、関係機関と連携して、現地に足を

運びながら包括的に支援に取り組んでいると

いうことです。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  それでは、少子高齢化、

人口減少が本格化する中で、農業就業者の減

少、高齢化の進展する中で、農業生産額向上、

回復等の課題についてをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  生産者の高齢化、そ

して減少、異常気象、高温や台風、豪雨、大

雨、暴風など、それから、鳥獣被害により生

産額は減少しております。 

 耕種では、葉たばこ農家の廃作や８月の長

雨により生産額が減少となった影響のほか、

コロナ禍による需要減から野菜等の小売価格

が低迷し、畜産では、粗飼料や資材等の価格

高騰をはじめ、子牛市場の価格低迷。特用林

産では、菌床シイタケにおいては、生産農家

の減少により生産額、生産量の減少。原木シ

イタケにおいては、東日本大震災の影響によ

り平成 24 年５月から流通が規制されており

ます。シイタケを収穫する都度検査を実施す

る厳しい運用が、生産額の減少に影響してい

ると思われます。 

 県の統計では、平成 27 年と令和２年の比

較で、基幹的農業従事者数が 25％減少して

おります。農業産出額においては、販売額

3,000 万円以上の経営体も増加しているとい

うデータもあります。 

 課題は、生産者の減少に対し、営農形態の

転換に地域ぐるみで取り組めるかどうかと考

えております。従来の営業形態に固執せず、

新たな参入を許容しながら、多様な農業の展

開が必要不可欠ではないかと思います。 

昨年度は、世界情勢の不安要因もあり、飼

料等の高騰により影響を大きく受けたもので

す。これからは、外的要因に左右されない農

業への取組も必要であると考えております。 

 また、本市の農業生産額の６割を占める畜

産業において、本年５月に畜産経営アクショ

ンプランを策定し、コスト削減と市場価格の

向上に向かい、もうかる畜産経営の実現に向

けて取組を始めたところです。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  農業を取り巻く本当に

現状は大変なものがあります。今、現在は異

常気象。この夏は、本当に体験したことのな

い暑さ、雨が降るときは降る、本当に異常気

象だなと私も感じております。そして、農業

生産者の高齢化と農業生産の減少、それに対

してございます。 

 それでは、市は今の様々な取組の中で、こ

れからどうやってこの遠野市の農業生産額の

向上に取り組んでいく方針なのでございま

しょうか。重ねてお聞きをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今後の方向性としま

しては、農業者の確保と強い経営体の育成が

肝心と考えます。 

 畜産については、農地の集積・改良による

粗飼料自給率の向上、堆肥活用による肥料低

減、コントラクター事業、外部支援組織によ

る作業の効率化、優良血統牛の導入及び飼養

管理の向上による子牛市場価格の向上に向け

た取組が、これも大事だと思います。外的要

因に左右されない足腰の強い体制を構築しよ

うと考えております。 

 農業者の確保策としては、新規就農者や異
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業種の農業参入を強い経営体の育成、農地の

集積による経営規模の拡大、生産から加工ま

で取り組むことのできる法人経営体の育成、

これらにも取り組みたいと思います。 

 現在、農地は活用しきれていない状況にあ

ります。大切な農地を守ってきた所有者の意

向には従いながらも、所有と営農を分離した

考え方を持たなければならない時期です。地

域農業全体を考える視点に立って、活用した

い人が営農しやすい環境を整えることも農業

を推進する上ではとても重要です。これらの

施策を展開することによって、農業生産額の

回復につなげていきたいと思います。新たな

取組、これにチャレンジをして、生産を向上

していかなければならないと考えております。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  遠野市の基幹産業であ

る１次産業を支えているのは、兼業農家と認

識しています。本市の農業は、水稲を中心に

畜産や園芸、花卉、工芸作物との複合経営が

主で、小規模かつ兼業農家が多く、特定の品

目を生産する専業農家が少ないのが特徴です。

遠野市の基幹産業である１次産業を支えてい

るのは兼業農家と認識しておりますが、この

ことについての御見解をお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  農家の多くは兼業農

家であります。遠野市の農業は、兼業農家が

支えてきた一面も当然あると認識しておりま

す。遠野の農業を支えていくのは、専業農家

や地域の農業を担う認定農業者などの担い手

や集落営農組織の役割が重要になってきてい

ることもそのとおりです。 

将来的に農業を維持するためには、担い手

の確保をすることが重要で、幾ら副業で補助

労働を確保しても、実際に就農する人が増え

なければ農地は維持できないという現実があ

ります。もちろん、議員おっしゃるとおり、

兼業農家が頑張ってきた。ここには課題もあ

ります。そして、構造的には、グループ化や

企業化もしていかなければいけないという実

態があるということも認識しなければならな

いと考えています。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  高齢化による農業生産

者の減少、それに伴う耕作放棄地の増加が現

状です。飼料、肥料、燃料費、食材から生活

用品に至るまで、物価高騰により農業生産現

場、生活者の悲痛な声が聞こえております。 

国の方針としては、経営規模を拡大しよう

とする農家や集落営農を中心に農地の利用集

積を進め、農地の効率的な活用を推進し、集

落営農や法人化を立ち上げる大規模農家の推

進に力を入れている現状にありますが、そこ

に当てはまらない自給農家、小規模農家、兼

業農家の現場の声は、使用している農機具、

農業機械の更新の時期になると、続けるべき

か、やめるべきか迷うということを聞いてお

ります。指導機関とすれば、原価消却で下ろ

しているのだから、その分を積み立てておい

て、更新の時期に備えるべきという指導です

が、機械の価格は…、安い買物ではありませ

んので、なかなか思い描いているようにいか

ないのが現状でございます。農業辞めっかな、

後継者もいねえしな、スマート農業もお金か

かるし…、という思いとは裏腹に、この仕事

に生きがいを持ち、そして自分が動けるうち、

目の黒いうちは、田畑を荒らしたくない、環

境保全も考えて営んでいる、そういう姿が見

受けられます。 

 また、多面的機能支払い交付金がございま

す。水路、農道、ため池、法面を守る共同の

設備維持、管理するための地域の共同作業に

支払われる交付金と承知しております。 

 多面的機能とは、農地の洪水を止める抑止

機能に代表される農業の２次的機能を指しま

す。水田は、雨水を一時的に貯留することで

洪水防止、ダムの役目をします。地下に浸透

する雨水は、地下水を蓄えることに役立って
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おります。水生動物の生態系を支える、また

豊かな自然景観を形成する、このような多く

の役割のことを多面的機能と呼んでおります。 

 遠野市でもこの交付金を利用し、すばらし

い景観が維持されております。この風景を１

次産業が担っている、保たれていると思って

おります。2020 年調べによると、国も農業

従事者への高齢化に伴う、後継者不足、担い

手不足、耕作放棄地の増加などの問題を解決

しようと、農林水産者が開催した農業・農村

政策審議会企画部会の会合で、大規模な担い

手の育成だけでなく、小規模農業を含む多様

な農業を後押しする必要を強調したとありま

した。 

 何とか遠野の基幹産業を守り抜いていくた

めには、小規模農家、自給農家、兼業農家を

大切に、国の方針とともに、遠野市独自の支

援策を講じてはと思われますが、御見解をお

伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  小規模農家を取り巻

く環境とか、その課題についてお答えします。 

 小規模農家は本当に大切だと思います。国

もそういうことを進めています。出来るだけ

遊んでいる農地がないようにしなければいけ

ないということは最もなことです。 

 ただ、イコール課題となっているのは機械

の問題であるとか、設備投資の問題であると

かがあります。小規模農家も認定農業者の方

も課題が同じです。そうすると、その補助と

か、そういうものはどういうふうに有効にし

たらいいのかということが課題になっていき

ます。ですから、小規模農家を生かす、そし

て育てる、認定農業者を拡大させて育てる、

これらについてはやっぱり取組方は変わって

くると思います。 

 小規模農家に関しては、全て補助というよ

りは、私は小規模農家同士、もしくは認定農

業者の方も含めて、要するに互助的な計画、

これらを積極的に相談してグループ化をして

いく。そこの部分も必要だと思います。イ

コール守るから全て補助というような考え方

にすぐ行くということは、果たしてどうかと。 

もっともっと機械を有効に共同で活用する

とか、それをどこでどういうふうに管理する

とか、自ら相談できること、計画できること

もあると思います。その上で、やる気をどう

いうふうに表現していくかというところで相

談していただければ、見出せる手段も出てく

ると思います。これは各小規模農家さんのい

ろんな動機、生きがいもあると思いますけど、

そのやる気と、そしてそれに寄り添う行政の

協働、これが必要だというふうに思います。

イコール補助というところにはすぐ行かない

と思います。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  そうであれば、専門的

なアドバイザーの組織、相談窓口はどこに置

くのか、どこにそういうことを相談したらい

いのかと思います。お聞きいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、小規模農家さ

んが一人で考えているのか、それとも仲間と

考えているのかというところもあります。 

やっぱり近くにお友達もいるだろうし、同

じような悩みを持った方もいます。やっぱり

協働していかなければいけないと考えれば、

まず近くで仲間とどういうふうにできるかと

いうことも相談していただきたいなと。 

その上で、各種のアドバイザーさんがい

ます。会ったときは相談してください。どこ

につないでくれるか…、そして、紹介しても

らう。役所に来てもいいと思います。そうい

うふうな構えで、相談していくべきだと思い

ます。積極性を持って相談していく、これが

大事だと思います。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  分かりました。これか
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らはやっぱり農業者も補助だけに頼るのでは

なくて、自分たちのやる気、本気度を見せな

がら、同じ仲間を募って、そういう方向性を

見て、それからいろいろ相談し、補助のこと

はあまり言いたくないんですが、その中でも

何件かの農家が組んでやっていくのであれば、

そっちのほうの方向性も見出してくれるのか

なと思います。再度質問いたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  そう思います。 

○議長（多田勉君）  ４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  一般質問、最後に私の

思いを述べさせていただきます。 

 日本国、我が国の食料自給率は 38％。

62％を外国の輸入に頼っております。食料自

給率とは、国内消費に対する国内生産の割合

を示したものです。 

 1965 年、今から 58 年ほど前は自給率が

73％、生産額は 86％、米や野菜が中心の食

生活の時代でございます。その後、パンなど

の小麦製品や肉類、油脂類が増えたことで、

食料自給率が大きく変化してきました。カナ

ダ、オーストラリア、アメリカ、フランスは、

食料自給率 100％以上です。日本の水準は国

際的に考えても高いとは言えません。海外へ

の依存度が高ければ高いほど、輸入元の国が

不作になってしまったり、戦争などの情勢に

よって輸入できなくなったり、様々な国が輸

出を制限してしまったら、私たちの食生活は

どうなってしまうのでしょう。食料不足が懸

念されます。以前の一般質問でも述べさせて

いただきましたが、地産地消、この地で生産、

取れたものはこの地で消費する。そして、国

消国産、国民が必要として消費する食料はで

きるだけその国で生産する。何より重要なの

は、今が旬の食べ物を食べる。地元で取れた

新鮮な食べ物を食べて、国産の食べ物を応援

する。御飯を中心にたっぷりの野菜、魚、肉

や果物、牛乳でバランスの取れた食事をする。

残さず食べて食べ物を減らす。国産の食べ物

にもっと興味を持つ。 

 今、日本の農業は担い手の高齢化現象が進

み、耕さずに荒れてしまった農地が増えてお

ります。 

農産物は短期間で生産を増やすことが難し

く、一度荒れてしまった農地を再び生産でき

る状態に戻すには、長い時間と大変な労力が

必要でございます。更に農業、農村には、洪

水等の災害から街を守り、多様な生き物の住

み家になるなど、食べ物を生み出すほかに多

くの役割がありますが、これらの役割を維持

することも難しくなってきております。 

国産の木を使ったり、農産物を飲んで食べ

て応援する。それで農家の所得向上にもつな

がることでありますし、これ以上、農業生産

人口を減らしてはならないと思います。持続

可能な遠野市の基幹産業を守りたい思いから、

９月定例議会一般質問をさせていただきまし

た。ここで、市長の遠野市の基幹産業である

１次産業への思いをお聞きいたしまして、私

の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私の１次産業に対す

る思いは非常に強いと御理解いただいている

と思います。畜産業に関しても、これまでに

ない施策を施しております。それから、作物、

どういう方向に行こうか、集団化、それらの

希望者があれば、伴走型で支援もしていく、

こういうことも話をしています。やる気を

持って積極的にチャレンジする、そういう思

いを持っていただきたいと思います。そして、

相談していただきたい。 

 そして、ついでということではありません

が、私の農業に関する思いを言えば、先ほど

議員がおっしゃったように自給率 38％、

40％もいかないわけです。これが少なくとも

70％になったらどうでしょうか。70％になる

ということは、今の倍ということです。そう

すると、経済、収入、それらがかなり回って
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いくと思います。そのために何をするかとい

うことは、国の制約というものも外していか

なければ 70％まで行けないんです。 

米に関していえば、70 万トン超も輸入し

ながら減反をしているわけですから。これ

70 万トン輸入しないで、日本の米をもっと

作ってくださいという話になるはずです。そ

ういうふうにしていかなければ、農業という

産業、１次産業は発展しないと思います。こ

れが壁じゃないでしょうか。そういうふうに

思っています。 

 その中で我々は、じゃあ全体的に 38％の

自給率であるならば、遠野は 70％まで上げ

ていこうとか、そういう考え方をして、積極

的にいかなければならないなと思います。 

そのためには、やっぱりやる気を出して

チャレンジしなければいけないと思います。 

私の思いはそういう感じです。思いですか

ら、ただ言わせていただきました。 

○議長（多田勉君）４番昆明美議員。 

   〔４番昆明美君登壇〕 

○４番（昆明美君）  市長の熱い思い、チャ

レンジ精神をお聞きしました。やっぱりここ

で私たちは毎日食べなければなりません。本

当に食べ物は一番大事なものです。人間に

とって、生き物にとって…。それに向かって

みんな一丸となってこの農業を守り抜いてい

かなければならないときではないかと。本当

にみんな真剣になって考えなければならない

ときではないかと思います。この今、兼業農

家の機械の更新時のときに迷うという声、

いっぱい聞きます。でも、その中で補助だけ

に頼らず、みんな一丸となってそういう気持

ちのある人たちで組んで、よく考えて、市に

も相談して、専門的なアドバイザーもいらっ

しゃいますから、私たち農業者も努力して、

この先みんなで団結して、遠野の農業を守っ

ていかなければならないと改めて感じており

ます。これで私の一般質問を終わらせていた

だきます。 

○議長（多田勉君）  次の一般質問に進みま

す。５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  宮田勝美でございま

す。通告により、一問一答方式にて一般質問

をさせていただきます。 

 本日は、大項目１点、大型化している豪雨

災害について質問させていただきます。昨日

の同僚議員の質問と重複する部分もあると思

いますが、改めて質問をさせていただきます。 

 自然災害は、いつ発生するか分かりません。 

そして、自然災害を完全に無くすることも、

防ぐことも不可能であります。しかし、自然

災害を想定し日頃から備える、準備をするこ

とで被害を最小限に抑えることは可能だと思

います。 

 日本は、災害大国と呼ばれるくらい地震や

台風、豪雪などの被害を毎年のように受けて

おります。最近は、地球温暖化、先日のテレ

ビでは温暖化を通り越して沸騰化とも表現し

ておりましたが、異常気象が日常化しており、

日本では台風や大雨がさらに大型化、大規模

化し、各地に豪雨災害を引き起こしているの

が現状であります。 

 ８月には沖縄地方で台風が長引き、九州地

方は毎年のように台風による豪雨災害に見舞

われ、大惨事となっております。岩手県内も

岩泉町など、豪雨災害が相次ぎました。今年

に入ってからは、お隣の秋田県が記録的な大

雨による床上浸水など住宅の被害が７月 27

日現在、県全体で 3,229 棟が被害を受けたと

報道されていました。更には、農地、水路、

林道などのほか、河川、道路、上下水道など

の公共土木施設や福祉施設、学校などが被害

に見舞われ、悲惨な状況となっておりました。 

 九州北部や秋田県は、政府による激甚災害

に指定の見通しだと報道されております。遠

野市におきましても、昭和 56 年の台風 15 号

や平成 28 年の台風 10 号による豪雨で甚大な

災害が発生しております。最近では、８月

12 日から 15 日、19 日の大雨で被害に遭って

おります。 
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 そこで最初の質問になりますが、地域の防

災能力を高める上で、まずは行政の豪雨災害

などに対する災害対応能力が大切だと思いま

す。災害時では、その場の判断が遅れると取

り返しのつかない事態に陥ることもあります。

非常事態下でも冷静に判断して、住民に被害

が及ばぬよう避難させるには、日頃から豪雨

災害を想定した動きを行政の中で共有してお

く必要があると思います。 

 具体的には、災害時に「どの部署の誰が、

どのように行動するのか。」などを明確に定

めた災害対応マニュアルなどを作成し、定期

的に研修を行い、その都度見直しをして改善

するなどマニュアルと研修の精度を高めれば、

いつ豪雨災害が発生しても柔軟に迅速に対応

できる組織になると思います。遠野市では、

既に災害時、緊急時の連絡体系や災害対策な

どについては十分に準備されているとは思い

ますが、豪雨災害時対策の現状についてお尋

ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  災害、豪雨に限らず

様々あるわけですけれども、今豪雨というこ

とですけれども、まず初動体制というのはマ

ニュアル化されていなければいけません。そ

して、何度も何度もメールのやり取りを、連

絡をしながら、各関係部署が連絡し合って動

いております。システマチックに動いている

わけですけれども、この点につきまして総務

企画部長のほうから説明をさせていただきま

す。 

○議長（多田勉君）  鈴木総務企画部長。 

   〔総務企画部長鈴木英呂君登壇〕 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  命により答

弁いたします。 

 災害発生時の対応は、遠野市地域防災計画

の災害応急対策計画により実施いたします。 

 大雨等の警報が発表されると、盛岡地方気

象台から市町村や消防本部にファクスが配信

されます。本市では、消防本部司令員が気象

警報を受信すると同時に、市総合防災セン

ター内に災害警戒本部を設置する態勢に移行

いたします。組織内の連絡体制と市民への広

報について、初動体制はマニュアル化され、

消防本部司令員から市３役をはじめとする関

係職員に気象警報の発表と災害警戒本部の設

置について一斉メールを送信します。更には、

県及び警察等の関係機関に連絡し、常に情報

共有する体制で危機管理に臨んでおります。 

 また、市民への広報は、防災行政無線及び

音声告知端末での放送、市公式ホームページ

の掲載、市公式ＳＮＳの投稿、いわてモバイ

ルメール及び遠野テレビＬ字放送の配信を

行っております。 

 本市では、風水害タイムラインを策定して

おり、台風の進路予測３日前からの事前防災

行動を実施することにしております。先月中

旬に発生した前線の影響による大雨被害の場

合でも、タイムラインや地域防災計画による

分掌事務に準じた災害対応を行いました。 

 また、市内に相当規模の災害が発生する、

または発生するおそれがある場合は、災害警

戒本部長が災害応急対策を講じる必要がある

と判断し、直ちに災害対策本部を設置し、市

長が本部長となり、市長の指示、命令の下、

災害対応に当たることとしております。 

 本市では、風水害や地震等の災害に備え、

職員に対し緊急初動特別班訓練、指定避難所

開設訓練、災害対策本部設置訓練等の訓練を

実施するとともに、県防災課の職員を講師に

研修会を実施しております。今後も、発生す

る災害に対応できるよう、マニュアルの見直

しや訓練及び研修会を継続して実施してまい

ります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  関係各所、または災

害が発生した場合の住民への周知、様々なそ

ういった連携、動き、そういったことを確認

できました。 
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 次の質問に移りたいと思います。 

 実際に災害が起きた場合、行政は住民の安

全の確保を優先しながら、迅速かつ正確な情

報伝達を行う必要があります。そのためには、

日頃から地域ごとに想定される災害リスクを

把握し、避難場所の確認と備蓄品の管理など

を準備しておく必要があると思いますが、遠

野市では豪雨災害を想定し、地域ごとの災害

リスクをどのように想定し、把握しているの

かお聞きいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ハザードマップには

浸水想定区域、家屋倒壊等氾濫想定区域、急

傾斜地危険エリア、土石流危険エリア、河川

の基準水位等が記されております。このこと

から、河川の氾濫や浸水及び土砂災害の可能

性が高い区域が予想されます。土砂災害や水

害発生時に避難するルートについても、危険

がないかを確認する必要があります。地域に

よって発生が予想される災害は異なっており

ますが、ハザードマップを参考にしながら現

場を見て判断し、地域で災害について話し

合っておくことはとても重要です。危険なエ

リアを共有することで、災害に対するリスク

を把握できると考えます。これらを更に分か

りやすくしていく必要があるとも考えており

ます。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  ハザードマップとい

う話がありました。ハザードマップは、もう

ちょっと質問の中でハザードマップが出てき

ますので、そのときにまた御答弁お願いした

いと思います。 

 次の質問に移ります。 

 住民の防災意識を高めて、地域全体の防災

力を底上げすることも重要です。遠野市では、

住民に防災への関心を持ってもらうための施

策として、防災訓練等を実施しております。

今年も、９月 10 日日曜日、午前７時から地

震を想定した遠野市防災訓練が実施されます

が、更に豪雨災害を想定した防災訓練も必要

だと思います。今後、住民の防災意識を高め

る施策をどのように進め、充実していくのか

お尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  遠野市では、毎年９

月に訓練を実施しております、防災訓練です。

これは地震と大雨の想定、別個にやっており

ます。 

 今度９月 10 日に遠野市防災訓練を行うの

に併せまして、市内の自主防災組織の役員等

を対象に、令和５年６月 29 日から８月 24 日

まで地区防災研修会を開催しております。市

内 11 地区で 199 名が参加していただきまし

た。 

 研修会では、自主防災組織の避難行動マ

ニュアル、地震または水害時の避難行動フ

ローチャート及び個別避難計画について説明

し、防災意識の向上に努めております。 

 また、災害時の行動に関しては、やはりそ

の時々の判断力が必要となってくるので、こ

れらを前提にしていると考えております。今

後も住民の皆様には、防災意識の向上のため

に、自主防災組織や自治会等へ継続して御協

力を頂き、研修会等に参加していただきたい

と思います。 

 今年の９月 10 日に行う防災訓練では、地

震を想定した訓練となっております。今、議

員からは豪雨という話がありましたが、今回

は地震を想定しております。自主防災組織の

対応について、それぞれ依頼しております。

併せて、市民に周知するために、チラシ等を

全戸配布をしているというところです。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  次に、ハザードマッ

プについて質問をしたいと思います。 

 地域で予想される土砂災害や浸水被害の範

囲や危険度を地図上に表現したものをハザー
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ドマップといいますが、これらの多くは、防

災アセスメント調査や地震被害想定調査、河

川調査などの結果に基づいて、予想される災

害の発生地点、被害範囲の危険度を地図上に

重ね合わせ、避難場所や避難方向などの情報

も示されている場合があります。 

 地域住民の皆さんへあらかじめ、浸水の危

険度や予想される被害や危険、規模、範囲を

把握して早期避難や防災対策を促し、被害の

低減を図ることを目的とされ、市内 11 地区

にその地域のハザードマップが作成され、配

布されております。 

 東日本大震災の津波被害において、津波ハ

ザードマップの予想浸水範囲以上に実際の津

波による浸水範囲が広がり、被害が拡大しま

した。遠野市には津波はありませんが、河川

の氾濫や堤防の決壊による浸水地域の想定等、

現在のハザードマップは適正なのか、最近の

大型化する大雨洪水災害を想定した場合、見

直し等は必要ないのかお尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  配布させていただい

ているハザードマップは、平成 29 年８月に

全戸に配布したものです。令和４年４月に小

友町を除く各町に更新して配布しています。 

 令和４年３月 22 日に小烏瀬川の浸水想定

区域等が追加となりまして、さらに４年９月

30 日に岩手県の新たな土砂災害発生するお

それのある箇所の公表というのがございまし

た。本市では 160 か所が公表されております。 

これからそれぞれ調査等を行うわけですけ

れども、その結果としてハザードマップは更

新する必要が出てきます。昨日の菊池美之議

員の一般質問でも答弁したとおり、地震、台

風、それぞれ避難場所が違うことが予測され

ます。明確にその位置を皆さんが把握できる

ようにしなければならないと思っています。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  豪雨が発生し、河川

が増水し氾濫した場合に、市内河川の橋梁の

補修等は万全でしょうか。老朽化した橋梁は、

耐用年数を超えて現在も使われているものも

多数あると以前にお聞きしておりましたが、

まだ補修されていない橋梁や河川の護岸は、

大型化する大雨豪雨災害に対し、市民の安全

を保てる状況にあるのかお尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  市内の市道等に係る

橋梁は 445 橋あります。平成 26 年度から橋

梁長寿命化に係る点検を始め、平成 30 年度

１巡目の点検を終了しました。現在は２巡目

に入っております。 

 橋梁補修も並行して実施しております。こ

れまで８橋の補修工事を行いました。今年度

も３橋の補修工事を実施しております。 

 大雨等による河川の増水や流木の影響で橋

梁が危険だと判断した場合には、これまでも

関係機関と連絡を取り合いながら通行止め等

の措置をしております。これらを講じていか

なければならないと思います。今後も防災行

政無線等で河川の増水、通行止め区域、避難

する場所等、必要な情報を地域住民に迅速に

発信し、市民の安全確保に努めてまいりたい

と思います。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  補修等は計画的に順

調に補修されているということで、安全を確

保できる状況にあるということを確認できま

した。 

 次に、避難路の安全について伺いたいと思

います。 

 豪雨により道路の側溝やグレーチングから

水が噴き出したり、道路が川のように水が流

れたりする場所もあります。避難するため、

住民は早めの行動が必要と思いますが、その

際に想定される避難路、市道ですが、避難路

は確実に安全を確保できる計画になっている

のかお尋ねいたします。 
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○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  避難路として使用さ

れる市道は、延長で 1,300 キロメートルあり

ます。うち、市道整備に係る生活に身近な道

づくり事業計画を実施しております。平成

15 年度、平成 19 年度の５か年計画の中で、

第１期を策定し、以来、第２期平成 20 年か

ら 22 年、第３期平成 23 年から 25 年、第４

期平成 26 年から 28 年、第５期平成 29 年か

ら令和３年、現在第６期、令和４年から８年

を実施中であります。 

 道路整備の実施については、路面排水を考

慮した側溝の設置なども含めて整備を行って

おります。今後も、国の予算確保にも努めな

ければ、市のお金だけではどうにもなりませ

んので、この努力をしながら整備を実施して

いきたいと思います。 

 なお、大雨による河川の氾濫や土砂の流入

などによって、市道に通行止め等が必要な場

合、また消防署、消防団から防災無線等で連

絡が入った場合、警戒本部と連絡を取りなが

ら、連携して通行止め、その他の対応を迅速

に取る、そのようにしております。今後も災

害の発生時、予測される危険、道に支障があ

る可能性、これらを把握しながら、適宜対処

して安全を確保していきたいと思います。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  市の予算だけではそ

ういった補修等、間に合わない。更に、国の

予算をますます獲得していただいて、安全な

道づくりをお願いしたいと思います。 

 次に進みます。 

 減災の取組についてお聞きいたします。防

災とは、災害を未然に防ぐことですが、減災

は災害時、被害を皆無にすることは不可能と

いう前提に立ち、起こり得る被害を最小限に

とどめ、短期化しようという防災の取組です。 

地震や台風、豪雨災害など、自然災害は未

然に防ぐことは困難ですが、遠野市では、減

災についてどのような取組をしているのかお

尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本市でも８月 12 日

にこれまでにない太平洋沿岸からの線状降水

帯が発生しました。減災に向けたソフト面の

取組としては、北上川水系流域治水協議会と

いうものがあります。この連絡網で、そのと

きも連絡を頂きました。当協議会は、各自治

体個々での取組だけではなくて、北上川水系

を全体として捉えた取組を行っております。 

 協議会で検討している課題として、大雨時

に田んぼから流出する雨水を調整し、一気に

河川に流れ込むのを抑制する田んぼダムやハ

ザードマップ等によるリスクの空白地域の解

消、これらが目的に挙げられております。本

市においても、流域治水の考えに沿った取組

を進めていかなければなりません。実際にＵ

字溝が噴いたり、川があふれたりしている箇

所もあります。 

 なお、開発許可申請があった際に、雨水の

流出を一時的に抑制する調整池、これを設置

するように指導することはもとより、伐採、

抜根などで山などの造成を行った場合にも、

一気に雨水が流出するようなことを抑える指

導をしていかなければならないと思います。 

 市道においても、排水機能を維持するとい

うことを目的として、側溝の見直しや土砂の

撤去、これらについても大事なことだと認識

して進めております。 

○議長（多田勉君）  ここで 10 分間休憩を

いたします。 

   午後２時 00 分 休憩   

────────────────── 

   午後２時 10 分 開議   

○議長（多田勉君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。５番宮田勝

美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 
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○５番（宮田勝美君）  中国北京市では、７

月から続いている豪雨で、降水量が 260 ミリ

に上り、河川が氾濫し、山崩れが発生し被害

が拡大、58 万人超が被災したと報道があり

ました。 

 遠野市内では、８月 12 日に附馬牛町、松

崎町、土淵町に避難指示が発令されましたが、

避難所開設の状況や市民の避難状況について

お尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これについては、総

務企画部長から答弁させます。 

○議長（多田勉君）  鈴木総務企画部長。 

   〔総務企画部長鈴木英呂君登壇〕 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  命により、

答弁いたします。 

 地区センターを指定避難所として開設する

場合は、災害警戒本部長または災害対策本部

長の指示により、開設することとしておりま

す。 

 ８月 12 日、午前７時 50 分に盛岡地方気象

台から「顕著な大雨に関する岩手県気象情

報」が発表され、線状降水帯の発生による大

雨が予測されることから、警戒本部員全員で、

天候、河川、道路状況の情報共有を図り、対

策会議の後、午前８時 30 分の避難指示発令

に伴い、災害警戒本部長の指示により、指定

避難所として市総合福祉センターと青笹地区

センターを開設しました。 

 両地区センターには地区センター班の市職

員各２名と地区センター職員が駆けつけ、午

後３時 43 分、洪水警報が注意報に変わるま

で指定避難所の運営に当たりました。 

 指定避難所を利用する避難者はいなかった

ものの、自主防災組織の判断により、附馬牛

町２か所、松崎町４か所、土淵町２か所に指

定緊急避難場所を開設し、附馬牛町２名、土

淵町２名の合計４名が避難されていたとの報

告を受けておりました。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  ８月 18 日に附馬牛

町で１時間雨量 39 ミリが記録され、床下浸

水、のり面崩落が発生、19 日にも遠野市で

１時間降水量 75.5 ミリを観測し、この日も

床下浸水が発生したと報道がありましたが、

記録的大雨や局地的大雨、局地的豪雨とも表

現されている今回の大雨災害です。 

 遠野市災害警戒本部からは、土砂災害、低

い土地への浸水、河川の増水や氾濫などに注

意と、連日繰り返し放送されておりました。 

 被害状況につきましては、８月 22 日の議

員全員協議会で当局から報告がありました。

市内においては、大雨被害による復旧作業が

迅速に行われております。今回の大雨被害は、

まだ調査中だとは思いますが、その後の被害

状況についてお尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、はじめに、大

雨によって被害を受けられた方の皆様に、お

見舞いを申し上げたいと思います。 

 ８月 12 日の大雨警報発表に伴う被害の状

況は、人的被害はなし、床下浸水２件、市道

や林道に係る路面・路肩流出、のり面崩壊、

倒木等が 27 路線、農業施設に係る土砂流入、

のり面崩壊が 13 件となっております。 

 ８月 18 日から 19 日にかけての大雨警報発

表に伴う被害の状況は、人的被害なし、床下

浸水２件、林道・市道の被害報告は８月 29

日現在、66 件連絡があります。農業施設に

係る被災報告は 14 件となっております。 

 ８月 12 日の被災箇所の復旧に係る補正予

算は、８月 22 日の臨時議会において議決を

頂きました。ありがとうございます。 

 今後も、災害復旧対応については、迅速に

対応していきたいと思います。いずれにして

も、細かい被害が拡大していくような傾向も

見られますので、注意を続けたいと思います。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 
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   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  ＳＤＧｓ、持続可能

な開発目標の 11 番のロゴに、「住み続けら

れるまちづくりを」とあります。目標は、包

括的で安全かつ強靭、ちょっと得意ではあり

ませんが英語では「レジリエント」と言うそ

うです。「レジリエント」で持続可能な都市

及び人間居住を実現する、であります。「レ

ジリエント」の意味は、災害などの衝撃を吸

収し、元の状態に回復できる力、であります。 

 13 番のロゴには、「気候変動に具体的な

対策を」とあります。目標は、「気候変動及

びその影響を軽減するための緊急対策を講じ

る」であります。 

 11 番も 13 番も、災害から街を守る、市民

を守るための考え方や目標が掲げられており

ます。 

 遠野市は、このような気候変動がもたらす

大雨災害、豪雨災害から街を守り、市民を守

り、子どもや孫、ひ孫の世代、さらには次の

世代が永遠に安心して住める街を残さなけれ

ばなりません。 

 これから、台風シーズンになります。持続

可能な社会を目指したまちづくりに、ＳＤＧ

ｓの考え方や目標も参考になるのではないで

しょうか。既に取り組んでいることもあるか

とは思いますが、取組についてお尋ねいたし

ます。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ＳＤＧｓのゴール、

目標に関しましては、11 番、13 番だけでな

くて、あらゆることが、我々の社会生活の中

に関連してきています。これゴール、目標と

いいまして、それぞれ、ある一定の目標を

持って、ゴールを決めてそこに向かっていき

ましょうということで、非常によい目安だと

考えております。 

 市では、いろんなことにＳＤＧｓのゴール

目標を関連づけながら進めていきたいと。そ

れが、今議員おっしゃった、「持続可能」、

要するにサスティナブルな社会を、街をつく

ることだというふうに考えております。 

○議長（多田勉君）  ５番宮田勝美議員。 

   〔５番宮田勝美君登壇〕 

○５番（宮田勝美君）  遠野市は、「日本の

ふるさと遠野まつり」が盛大に開催される、

大変なにぎわいを見せる９月となりました。 

祭りが終われば、秋の実りの季節になりま

す。毎年のことではありますが、更には、台

風の季節にもなります。災害に強い遠野市で

あることが、市民の安全・安心につながるこ

とを今回の質問で確認し、私の９月定例会で

の質問を終わります。 

○議長（多田勉君）  次に進みます。15 番

新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  通告に従い、一般

質問を行います。 

 今年の夏は、梅雨明けから高温が続き、記

録的猛暑に見舞われました。その間には、８

月 12 日から 19 日にかけて集中豪雨もあり、

被害も発生しております。大雨警報、避難指

示が発令しましたが、避難された方は少なく、

命への危険をあまり感じなかったのか、それ

とも安易に発令を出し過ぎているのか、自主

防災組織の在り方も併せて、今後の課題であ

ると私は認識いたしました。 

 豪雨災害については、行政として早期対応

していて、動きは大変よかったと私は思って

おります。この豪雨の原因は地球温暖化と言

われておりますが、市内においても、危険区

域の確認など、我々住民としても検証してい

かなければならないと思っております。 

 さて、農水省が、今年の水稲の作況指数を

発表しております。岩手は「やや良」という

ことでございますし、また全国は平年並みと

いうことで、この暑さもあり、豊作と見られ

ております。 

 質問に入りますけれども、私の今回の一般

質問は、市長答弁をお願いいたしますが、

テーマとしては２つ載せております。一問一
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答形式にて行います。 

 まず、１つ目のテーマでございます。 

 はじめに、遠野市の特産品についてお尋ね

したいと思います。 

 私が考えるには、市としては、ホップ、地

ビールも含め、どぶろく、そしてワサビ、明

がらすなどのお菓子類、そういったものが

多々あろうと思います。私はその中から３つ

の特産品について質問いたします。まず、市

長は遠野市の特産品についてどのようにお考

えなのか、第１問目として伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  遠野は特産品がたく

さんあると思いますね。今議員おっしゃった

ように、明がらすとかそういうものも、そう

です。 

 今回私は、特産品といえばホップとかそう

いった形で、自然の中で育つ作物とか、そう

いうところの品目を答えさせていただこうと

思います。ホップ、ワサビ、そして淡水魚で

あればやっぱりヤマメというところになろう

かと思います。これらは、先人がこだわりを

持って育ててきた遠野の財産であると認識し

ております。 

 また、トルコギキョウ、伝統野菜であれば

琴畑かぶ、暮坪かぶ、早池峰菜、山菜類であ

ればワラビ、タラの芽、ウルイ、フキノトウ

など、「遠野市売れる農畜産物生産支援事

業」で支援している品目についても、ＪＡ等

の関係機関と連携し、生産基盤の体制整備を

底上げしてきた特産品と考えております。 

 特産品として継続して地域に根差していく

ためには、品質はもとより、生産量、安定し

た供給を継続していくことが重要である。消

費者の信頼を得る、得られることができる、

これが特産品というふうに考えております。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  市長の考えを伺い

ました。私の考えているのとほとんど、近い

という感想を持ちました。 

 そこで、私は、３つの質問を用意しており

ますけれども、最初にホップでございますけ

れども、ホップ生産のピーク時は生産者数

239 戸、作付面積 112 ヘクタール、生産量

229 トン、販売額４億 7,600 万と、非常に、

遠野市にとっても、換金作物として、農家に

とっても重要な作物でありました。 

 しかし現在は、令和４年度、戸数が 20 戸、

作付面積 18 ヘクタール、生産量 32 トン、販

売額 8,700 万となっており、ピーク時から比

較しますと、いろいろな面で、縮小ぎみ、下

降ぎみであるというふうに思います。 

 そして、今年のホップの生産について関係

者から伺いますと、やはり、夏場の暑さも加

わって、早く花がつき過ぎたということで…、

私はそれほどでもないと思ったんですけれど

も、収穫も終わったようでございますが、約

半分の収量しかなかったと。これは令和５年

度ですけれども、そういう話を聞いておりま

す。 

 一方、今年の８月 19・20 日にホップ収穫

祭が盛大に開催され、60 周年記念のイベン

トとして、それこそ全国各地から多数の方が

訪れ、おいしいビールを堪能されたと思いま

す。私も 19 日、武蔵野市からの訪問家族、

お父さんと男の子２人の３人でございました

けれども、収穫祭に参加いたしました。子ど

もは飲めませんけれども、私とお父さんは美

味しくビールを飲むことができました。 

   〔笑声〕 

このイベントは最高だなと改めて実感した

次第でございます。 

 ホップについては、地域おこし協力隊や若

い人たちに人気があると聞いております。 

反面、今まで長くやられた方々がホップ栽

培をやめるという声も度々聞いております。

私の家でも、私が小さい頃はホップを栽培し

ておりましたが、40 年ほど前にやめました。 

 ホップはビールの原料であり、市の特産品

のリーダー格として、今後もぜひ、生産・販
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売を確立していかなければならないと思って

おります。需要と供給のバランスを考えてい

かなければなりませんが、市長は遠野のホッ

プをどのような形で推進していこうとしてい

るのか、その考え方についてお尋ねいたしま

す。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  前段でお話ししよう

と思っていたことは議員が全てお話ししたの

で、要点だけ、お答えしていきたいと思いま

す。 

 本当に全盛期はすごかったというのがまず

一つ、あります。ただ、本当にホップの生産

者の方々のチームワーク、助け合い、それと

研究心、本当すばらしいものです。これを前

提に、私は、遠野のホップは伸ばせると考え

ております。 

 課題は、もちろん、人手不足、後継者不足。

持続可能なホップ生産を目指すために、遠野

市では、農林水産省の新規就農者育成総合対

策事業、それから総務省の地域おこし協力隊

制度、これらを積極的に活用して、次代の遠

野ホップの生産を担う新規就農者の確保・育

成に努めております。今年度は４名の地域お

こし協力隊を募集しております。 

 また、生産者の負担軽減を図ることを目的

として、耕畜連携ネットワーク推進事業を活

用した堆肥利用に対する補助、燃油高騰に対

する特産品安定生産支援事業を活用した乾燥

施設での燃料費の一部支援等も行っていきた

いと思います。 

 さらには、遠野ホップ農業協同組合と連携

して、担い手育成のための勉強、基盤体制の

構築、これらを図るとともに、ホップ乾燥施

設の改修工事にも取り組むこととしておりま

す。今年度は燃焼火炉、これの更新を計画し

ております。 

 この流れに加えて、ＴＫプロジェクト、こ

れを中心にホップの新品種の栽培やホップ収

穫祭の開催などが行われております。ホップ

にスポットを当てたイベントの展開によって、

交流人口の拡大、先ほど議員がおっしゃいま

した、いいイベントだなと。もっともっと言

われるようにしていきたいと思います。 

 「ホップの里からビールの里へ」、これが

合い言葉です。キリンさんも、相当の協力を

していただいておりますので、感謝をしてお

ります。ＴＫプロジェクトが中心となり進め

てきたこれまでの取組のほかに、雇用の拡大、

その受け皿の構築、指導体制の整備など環境

整備を着実に進めてまいりたいと思います。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  今、市長から答弁

ありましたけれども、非常に、手厚い発想と

いいますか、そういった形で、今後もかなり、

良好な部分を見込めるのかなと感じた次第で

ございます。 

 一方で、先ほど言いましたけれども、５年

間でホップ農家、耕作者 13 件がやめている

ということがあります。そういった部分も含

めて、担い手の育成、まあ人手不足の話もあ

りましたけれども、そういったところを十分

に補えるというふうに、お考えでしょうか。 

そして、できるのであれば、この栽培面積

あるいは生産量、どの程度を目指しながら

ホップ生産を育成していくというふうに考え

でしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、目標としては

45 トンというふうに上げております。 

 やめられる農家さんもあります。そういう

ところにはすぐ行って、圃場をお貸しいただ

けるように交渉する。そして、何といっても、

圃場がなければ、生産量は上げられません。 

昨年、実績としてできたように、同じ圃場

の大きさで、収量が上がったというような実

例もあります。ですから、収量を上げるには

どうするかということを、追求していくこと

も必要だと思います。ある一定の数的目標を
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持って、そこに到達したときに、１つずつ、

その課題を、施設的な課題であったり、それ

らを整備しながら強化をしていきたいと思い

ます。 

 いずれにしても、ホップ生産組合では、本

当に助け合いとか、指導、チームワークがと

てもいいものですから、これをさらにバック

アップして、新規就農者を増やしていくとい

うことをしたいと思います。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  新規就農者、非常

に大事なことでございますので、ホップのみ

ならず、農業関係全てにおける担い手の育成、

大事だと思います。 

 ホップ関係者の話によりますと、今、品種

を変えているということで、「ムラカミセブ

ン」と言いましたか…、それを植え替えをし

て、さらにムラカミセブンのビールを作りた

いというような話、非常にこれは、遠野に

とってはいい話ではないのかなというふうに

思っております。 

 市長が言うとおり人手…、機械を動かすの

も人でございますので、人手の確保、これだ

けをきちんとですね、政策の上に乗っけて、

やっていただきたいと、そう思っているとこ

ろでございます。 

 次に移ります。 

 ２つ目に、ワサビ栽培についてでございま

すが、ワサビにつきましても、いわゆる、遠

野のきれいな水で栽培できる、地域資源を十

分に生かしたものである私は思っております。 

 聞くところによりますと、水ワサビと畑ワ

サビがありますが、現状として、最近３年間

のデータを拝見いたしますと、水ワサビは栽

培戸数が 16 戸ということで、固定され、ま

た安定しているように思われます。また、栽

培面積も 310 アールということで、ハウス

144 棟というふうになっております。畑ワサ

ビについては、栽培戸数が結構あったようで

ございますが、現在は６戸に減ったという

データが上がっております。出荷量は、水ワ

サビが 20 トン、畑ワサビが９トン。出荷額

は、水ワサビが 4,200 万、畑ワサビは 440 万

5,000 円というふうになっております。 

 以前、産業建設常任委員会で市場調査を行

いましたけれども、限られた産地の中で出荷

されておりまして、遠野市宮守産のワサビも

十分評価されております。まだまだ伸び代が

あるように思いますけれども、このワサビ生

産について、市長はどのようにお考えでしょ

うか。安定生産、安定出荷、そういったもの

を目指してやっていかなければならないと思

います。改めてお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これも、圃場を有効

に使うということが、重要です。それから、

担い手、新規就農者。圃場があれば、それは

新規就農しやすいというところもありますの

で、力を入れていけるものだと思います。 

 今回、出荷量もですけれども、価格も、そ

こそこ戻ってきているということで、喜ばし

いことなんですけれども、もっともっと展開

できると私は思っています。遠野わさび公社

が中心でやっているんですけれども、遠野わ

さび公社の業務をもっと企業的にしていかな

ければいけないなというところは課題であり

ます。 

 例えば、私がトップセールスをしていこう

としてターゲットを絞った場合、どのような

時期に、どのぐらいの量を、どういうふうに

出荷できるか、価格帯はどういうふうに考え

るかということが、戦略的につくられていな

ければ、営業はできません。何回かトライを

しようとして、それらのデータを収集しよう

としたんですけれども、体制がそこまでいっ

てない。あとは、その各ワサビ農家さんの努

力とか、特定の顧客を持っているのでそちら

への流通ということになっています。 

 遠野のワサビは、圃場をもうちょっと増や

して、営業戦略をしっかり立てれば、もっと
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伸びます。そこのところを進めていきたいと

思っています。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  市長から答弁いた

だきましたけれども、まだまだ、伸びるとい

いますか、そういう可能性は十分秘めている

ということで、さらなる振興をしていただけ

ればと思っております。 

 次に、３つ目の淡水魚生産についてお伺い

いたします。 

 今までの経緯ですが、遠野市の淡水魚生産

は昭和 50 年頃に始まり、これは、国の減反

政策がどんどん強化されていき、米に代わっ

て、田んぼの上流に土のう池を造り、そこで

ヤマメ、イワナ、あるいはニジマス、そう

いったものの養殖が始まったわけでございま

す。それから 50 年ほどたちましたが、平成

３年には生産組合における出荷量はピークを

迎え、販売額 7,900 万と最高を記録いたしま

した。 

 しかし、その後、低迷する景気の影響を受

けた消費の減少、餌の高騰があり、収益の減

少、生産者の高齢化など、生産者と生産量が

下降をたどっています。最大 30 人いた生産

者が、今では１個人となっております。多く

の施設を会社に貸すことになり、淡水魚生産

組合は１組合員になりました。 

 地域資源の活用、これはいろいろな面で大

切であり、清流を利用しての養殖は、これか

らも期待されるべきものであると思いますし、

もちろん特産品になり得るものであります。 

 以前は、この養殖業・内水面漁業のリスク

を、きちんと行政でフォローしておりました。 

私が始めた頃には、様々なリスク軽減のた

めに市のほうでは基金を積み立てており、事

故、台風とか、あるいは稚魚の病気で淘汰さ

れる、そういったときには、その基金を利用

しながら、何とかつないできたことがありま

す。 

 最近は、その基金というものもなくなり、

稚魚分譲時の半額助成のみとなっております。 

 遠野市の淡水魚、私はこれもなくしてはい

けないと思っておりますが、淡水魚に対する

市長のお考えはどのようになっておるんで

しょうか、お伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  淡水魚も非常に重要

な遠野の産物であると認識していることは、

先に申し上げました。その中で、将来にわ

たって、どのようなビジョンを持って、どの

ような方針で進めていくかということが、ま

た、大事だと思います。そのビジョン、計画

に対して、どのような伴走の仕方や補助がで

きるかということを考えていかなければなら

ないと思います。その組合、それと１個人の

方と、その辺のビジョン、方針について、

じっくりと意見交換をして、進めていくべき

かと考えております。 

 いずれにしても、この大自然を使った、遠

野の、何とも言われない特産品、これを子々

孫々、残していきたいということは、全ての

遠野市民の願いではないでしょうか。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  この淡水魚生産に

関しましては、大野平、はじめは大洞養鱒場、

そして１億 3,000 万でしたか助成を頂き、大

出の大野平に中間育成センターを造ってです

ね、その当時は、ヤマメ生産、淡水魚を含め

てですけれども、１億円産業にしようという。

これは菊池正市長のときでしたけれども、そ

れを目指して、池の落成式もやりましたし、

勢いはすごくあったわけでございますけれど

も、実際のところ、一番大変だったのは、10

年ほど前の餌の高騰、これによって全てが失

われて、やる人がなくなった。高齢化もあり

ますけれども、採算が取れないという部分か

ら、そういうふうなことになりました。 

 １個人においては、採算取れなくても、今

まで継続してきているというのがございます。 
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 そういったこともありましたけれども、い

ずれ、これは、先ほどから農業振興において

も意欲のある方を育てていくという話ありま

したけれども、ぜひ、これは残していただけ

ればと思います。 

 ８月 18 日から武蔵野市の家族が遠野市に

訪れました。家族ふれあいｉｎ遠野です。ま

た、大府市の子どもたちも、児童交流で遠野

市を訪れ、ふるさと村で交流をしたわけでご

ざいますが、ヤマメの手づかみ体験、これは、

聞くところによると一番評判よかったと。こ

れは担当者からの話ですけれども、非常によ

かったよと。という話されました。 

 しかしながら、なかなか、採算割れの部分

で継続できるかどうかは難しい条件でござい

ますけれども、そういった夏場の手づかみ体

験を含め、あるいは、つぼ抜きですね、そう

いった食事体験、焼いて食べる、そういった

ことも遠野市にとっては非常に、いい体験が

できるのかなと。 

高校生にしても中学生にしても、声を張り

上げてやっているという話は聞きましたから、

非常にもったいないなと思っているところで

ございます。 

 私としては、ぜひ残していきたいものだと

考えていますが、これは市長の意見で決める

わけではございませんけれども、今後、どの

ような形で残していけるのか、いけないのか。 

あるいは、今行われている遠野淡水魚株式

会社、これは企業ですから、そこに生産とい

うものは全て任せて、個人の生産者はなくす

るということも考えられますけれども、今の

市長の率直な御意見をお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私の率直な意見を申

し上げますと、関係者がもっと意見交換して、

方針、ビジョンを共有していくべきだと思い

ます。それなくして、市が勝手にこうしたい

とか、個人がこうしたいという思いが強くあ

れば、そこの話を共有していただいて進めて

いくというようなことになろうかと思います。 

 これは、あったほうがいいです。子どもた

ちも、ふるさと村の橋の下で、手づかみ、

やって、きゃっきゃっきゃっきゃっ、もう本

当に喜んでいました。こういう自然を残して

いくというのは、遠野の財産ですから、こう

いう部分も含めて、考えていかなければいけ

ないと思います。 

 個人的にはですね、やっぱりブランド化し

ていくということがなければ先に行けないの

かなと思いますので、ぜひ、関係者にビジョ

ン共有、それと計画、プランと進めるように、

お願いしていきたいと思います。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  以上、３つのテー

マにおいて特産品の、お話ししましたけれど

も、全ての面において、適地といいますか、

そういう時期に、どれだけ行政のほうでサ

ポートできるかというのは、非常に、どの作

目においても、言えることだと思います。 

 なくするのは、簡単なんですね。年取って

くれば自然にやめますから。やはり継続して

いくために、若い担い手を育成する。そして、

何が必要なのか、何があればまだ継続してや

れるのか、そういったことをきちんと、やは

り担当者とお話もしながら、やっていかなけ

ればならないと思います。 

 私はたばこ栽培もしておりましたけれども、

まあ、たばこ吸う人もなくなってですね、あ

れは、体に害もありますからやめてよかった

なと思っておりますけれども、このホップあ

るいはワサビそして淡水魚、こういったもの

も、そのままですと最後はなくなる作物かな

と思っております。 

 そして、いろんな、市の振興の資料を見ま

すと、水産業というのはないんですね。もう、

名前がカットされているというふうに私は感

じております。農林水産業という枠の中で話

ししているかと思えば、そうでもないという

ようなことで、そういったところは行政とし
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ての落ち度ではないかなというふうに思って

いるところでございます。 

 次のテーマに入らせていただきます。 

 次に、２つ目のテーマですが、農業の担い

手の育成と集落営農組織についてです。実は、

昨年の９月の定例会においても、同じ質問を

私はしております。 

 この前の全協において、まちづくり指標と

いうものが示されましたけれども、この認定

農業者、そして集落営農組合について、なか

なか進んでいないなと。 

市長が就任して２年たつと思いますけれど

も、この指標、単なる指標ではない。やはり

目標を持って、そこに持っていく努力をする。

そして、達成するというところまで持ってい

くのが私は行政としての考え方だと思います

けれども、そういったものがなかなか、見え

なかった。 

 先ほどもありましたけれども、農業者の年

齢は、70 代、80 代が中心となっており、60

代以上が 85％と。これは昨年と同じ状況で

ございますけれども、果たして遠野市の農業

というものが正常に維持されるのかというこ

とを考えますと、不安を感じるところでござ

います。新規就農者が大幅に減っているとい

うことで、全国的にもこれは大きな問題だと

いうことで、この前の日本農業新聞に載って

おりました。 

 基幹産業の担い手でございますから、大き

く考えるのであれば、農業の維持、そしてま

た環境の維持、景観の維持というふうに、第

１次産業でしかできないものを担っておるわ

けでございます。これがなくなるのであれば、

遠野は荒れ放題、田んぼも農地も畑もなく

なってしまうのではないかと。そういう、危

機といいますか、そういう時期に、今、来て

いるのかなと。私は地域において、そう感じ

ております。これは遠野市のみならずどこで

もそうだと思いますけれども、その辺につい

て、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  非常に今の質問、ど

ういう焦点でお答えするかというのは、難し

いなと思っております。 

 いずれにしても、本市の土地は山林が

80％、農地が 8.7％、宅地が 1.1％と、豊か

な自然に囲まれた、最高の景観の日本原風景

であると思います。観光客の方も、本当にす

ばらしいというふうに言っていただいている

と思います。 

 その中で、少子高齢化、人口減少、これに

伴って１次産業が担い手不足で衰退していく

と。このままだと、どうなるだろうかという

ことだったと思います。 

 同感であります。 

 これは、個人がやっていく限界というのも、

将来、考えなければいけない。とすると、

やっぱり集団化、企業化ということは、避け

て通れない部分があると思います。大規模な

個人は、別としてですね。ある意味、企業化、

集団化だというふうに理解してください。 

 この目指すべき方向は、もう出ているわけ

です。企業化していきましょう、集団化して

いきましょうと。どういうふうにしていくか

ということを考えていきましょう。 

ここに、プラス、畜産、肥料・飼料の高騰

で自給率を上げていくということを考えれば、

そういう作物の生産も、協力してやらなけれ

ばいけないという状況に来ているわけです。 

これらをトータルに考えていくと、農業を、

更にビジネスとして、やっていこうという機

運を、もっと高めていかなければいけないと

思います。 

 例えば、畜産に関していえば、附馬牛にあ

るキャトルセンターを、もっと造りましょう

という呼びかけをしています。例えば青笹・

上郷の地域に１か所、宮守・小友の間あたり

に１か所。これ、私結構呼びかけているんで

すけれども、反応がないです。それと、集落

営農、それと農事組合法人、この中でも話を

して、更に、というところでいきたいんです
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けれども、やっぱり、疲れている。こういう

ふうに感じています。 

 もう一回、遠野の将来を考えて、企業化、

集団化していくためにどうすべきかというこ

とを、一緒に考え、市は、それらの集団化、

企業化をバックアップしていくという意思を

しっかり持っていますので、一緒にチャレン

ジしましょうということを、この場をお借り

して呼びかけさせていただきたいなと思いま

す。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  最後の質問にしま

すけれども、最終的には、個人の力、集落に

おいても個人の力というのは非常に重要では

ございますけれども、更に集落営農組織のほ

うが強固なものでございます。昨年も定例会

において市長に質問した部分について、今申

し上げましたけれども、集団化、企業化とい

うふうに述べております。そのとおりだと思

いますけれども、私は、その集落営農組織も、

実際のところ、なかなか増えてこない。そし

て、営農組織をつくったけれどもやめている

地域もあるんです。営農組織をつくってさら

に法人になっているところはまだ、ワンス

テップ上がっていると思いますけれども、そ

ういかないでやめているところもあります。 

 そういった面で、次に法人化の話もします

けれども、やはり、行政としては、集落営農

組織、強固なものをつくっていくという、そ

のマニュアルといいますか、先ほどもいろい

ろアドバイザーがいっぱいいるという話あり

ましたけれども、実際のところ、そういうア

ドバイザーを大いに利用しながら、今、地域

をまとめの大変ですけれども、それをつくっ

ていくために、集落営農組合つくるためのマ

ニュアル、これをきちんと、確立してほしい

と思いますけれども、その辺についてはどう

でしょうか。お尋ねします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ある程度の、集落営

農組織をつくっていくための指針なり、書い

ているものはあると思います。これが、分か

りにくいのかどうなのかということ、もしく

は、ちょっとやる気になれないのか、この辺

があると思います。 

 どうすればやる気になっていただけるのか

ということを考えなければいけない。この辺

を具体的に、例えば、議員もそうですけれど

も、お詳しい方と、しっかり議論をしていか

なければいけないと思います。 

 法人化については、その持っている条件で

あるとか状況によって、いろいろありますよ

ね。こないだも、私、つくり方に関しては直

接、指導させていただきました。分かりやす

かったと思うんですけど、いかがでしょうか

ね。意外と、難しくないですよというのが、

私が言いたいところであります。どうぞ、相

談に来てください。もし、何か分かりにくい

ようであれば、「分かりにくい」と言ってい

ただければ、さらに分かりやすく、一緒に考

え、指導させていただくということをしなけ

ればいけないと思います。 

 制度というのは、本当に、あるだけでは駄

目で、使う気になり、使えるものでなければ

いけないんだなという…、そこのところだと

思いますので、市のほうでも、集落営農、企

業化していくというところ、遠野の生命線を、

そこでどうするかというところになっている

と思いますので、どうぞ、遠慮なく相談に来

ていただければいいし、一緒に考えさせてい

ただければと思います。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  今おっしゃったと

おりで、最近は本当に、営農組合これが一番

の地域を生かす組合だというふうに考えてお

ります。まあ個人の力というのはあくまでも、

特にもう高齢化しますとですね、なかなか力

はないものでございますけれども、集落営農

の中で、20 人ぐらい揃うと、結構な仕事が
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できるんではないかなと思って…、進めなけ

ればならないと思っております。 

 そこで、法人化研修、この前、雫石町のほ

うに研修、20 名ほどでしたけれども行って

きました。やはり、企業化したところですけ

れども、組合では一生懸命やっているわけで

すけれども、５人の方を雇用しておりまして、

冬場どうしているのかなということで聞いて

みました。やはり雫石となれば冬場の除雪、

それを請負して、そこの組合がやっておりま

して、その５名の方が冬場は除雪の作業をし

ていますよと。仕事はありますということを

言っておりました。 

 遠野の場合はそれほど、もうけにつながる

ような雪も降りませんけれども、除雪のみな

らず、いろんな形で、今回の災害もそうです

けれども、集落の中で小さな機械とか持って

いますから、そういった、行政と組合員がで

すね、協定なり契約を結ぶことによって、小

さい仕事はできるのではないかというふうに

私は考えておりますけれども、最終的にそう

いったことができるのか、できないのか。 

行政として。あるいは河川の清掃とかです

ね、そういったものも営農組合として、企業

化とともにと考えておりますけれども、そう

いったことが果たして可能なのかどうか、市

長の御意見を伺いたいと思います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今、小さなことは行

政と一緒に協定を結ぶことにおいてできるん

じゃないかと言われたところの意味が、農業

生産のことなのか、もしくは、除雪から流れ

てきましたから建設に関することなのかとい

うのが、ちょっと私…、どちらのお答えをし

ていいのか分からなかったので、反問させて

いただきたいと思います。 

○議長（多田勉君）  反問でございますので、

15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  私が考えるには、

やはり、夏場の水稲栽培、田んぼですね、そ

れと畑とかありますけれども、それのみ考え

ますと、営農組合の経営というものを考えた

場合、大変なことでございます。 

 ですから、そういった主要の農業もやりな

がら、先ほど言った除雪も含めて、あるいは

砂利の採取、あとは砂利どけるとか。そう

いったことを、まあ小さなこと…、今はなか

なか思いつきませんけれども、いろんな形で、

行政との契約することによって、地域の仕事

もできるのではないか。あるいは、社協に近

いような、例えば、地域交通とかですね、そ

ういったのを含めて、いろんなことが考えら

れますけれども、そういったことを、話合い

によって、契約することによって、組合なり

法人化された組織でそういったこともできな

いのかなというふうに考えておるところでご

ざいますが、改めて、答弁お願いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  分かりました、よく。 

 まず結論から申し上げますと、契約という

のはできると思うんですけれども、契約をす

るためには何をするかという、目的や方法論

がなければ契約というものが成立していかな

いという順番があります。 

 ですから、今議員がおっしゃったことは、

御提案として受け取って、そのような考え方

に近づけていくということは、できることだ

と思いますので、例えば集落営農、企業的農

業、これらをやることについて、農業生産の

ほかに、こういう取組が予測できます。 

こういう取組に関しては、建設に係る部分

の補修とかそういうものはこういうふうにし

ますとか、除雪に関してはこういうふうにし

ますというような、研究会なり、その勉強す

ることがまず最初で、それをやった上で、こ

ういう形であれば、集落営農、営農組織と、

もしくは企業と、やっていけますねという、

そのコンセンサスを取っていくということが

大事だと思います。 
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 まずは、これ将来必要になると思うので、

その勉強会、研究会を実施すべきと思います。 

その中で、もっと意欲が出てきて、農業生

産に力が入っていく場合もあります。 

 これから、インボイス制度も始まってきま

すね。そうすると、組織というものをもう一

回見直すということも、始まっていくと思い

ます。それが面倒くさくなってやめたという

ふうにならないようにしなければいけないと

私は、個人的に、今考えているところですか

ら、これらも含めて、その勉強会、意見交換

会を進める、そういうことから始めてはどう

かと思います。いかがでしょうか。 

○議長（多田勉君）  15 番新田勝見議員。 

   〔15 番新田勝見君登壇〕 

○15 番（新田勝見君）  ありがとうござい

ました。市長のほうから提案させていただい

たということで、ぜひ、私の営農組合も含め、

いろんな地域の方々とも相談しながら、どう

やってこの地域を活かしていくのか、我々が

住んでいけるのかというところを、きちんと

話し合いながら、やっていきたいなというふ

うに思っております。 

 以上で、私の質問を終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（多田勉君）  お諮りいたします。本

日の会議はここまでとし、散会いたしたいと

思いますが、御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（多田勉君）  御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。御

苦労さまでした。 

   午後３時 08 分 散会   
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